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ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
15
日
、
18
歳
以
上
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
の
70
％
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
一
回
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
規
制

を
直
ち
に
解
除
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
社
交
場
の
制

限
や
収
容
人
数
の
制
限
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、清
掃
・

消
毒
、
健
康
診
断
、
追
跡
の
た

め
の
接
触
記
録
と
い
っ
た
、
州

の
保
健
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
各
産
業
別
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
オ

フ
ィ
ス
、
ジ
ム
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
、
娯
楽
施
設
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
理
髪

店
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
商
業
施
設
に
お
い
て

ほ
と
ん
ど
の
制
限
が
解
除
さ
れ

た
。
同
日
、
州
内
13
か
所
の
主

要
ビ
ル
が
復
活
を
記
念
し
ブ
ル

ー
と
ゴ
ー
ル
ド
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
と
医
療
従
事
者
の
働

き
を
讃
え
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
な

ど
数
か
所
で
花
火
も
上
げ
ら
れ

た
。
こ
の
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
が
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
を
宣
言

し
て
か
ら
４
７
２
日
目
の
﹁
サ

バ
イ
ブ
か
ら
の
復
活
﹂
と
な
っ

た
。
　
　︵
関
連
記
事
８
面
に
︶

コ
ロ
ナ
か
ら
４
７
２
日
目
の
復
活

　
今
年
末
で
任
期
を
終
え
退
任

す
る
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
の
後
任

と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選

が
今
年
11
月
２
日
に
行
わ
れ

る
。
予
備
選
は
今
月
22
日
で
、

10
日
に
候
補
者
に
よ
る
３
回
目

の
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
、
12

日
か
ら
期
日
前
投
票
が
始
ま
っ

た
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
れ

ば
13
日
ま
で
に
3
万
２
０
３
２

人
が
投
票
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
共
和
党

員
よ
り
も
民
主
党
員
の
方
が
圧

倒
的
に
多
い
た
め
民
主
党
の
予

備
選
挙
の
勝
者
が
次
の
市
長
と

な
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

民
主
党
の
予
備
選
挙
で
は
今
回

初
め
て
候
補
者
を
最
大
５
位
ま

で
優
先
順
位
で
記
入
す
る
と
い

う
順
位
選
択
投
票
︵
Ｒ
Ｃ
Ｖ
︶

方
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
民
主

党
の
予
備
選
挙
の
投
票
用
紙
に

は
全
部
で
13
人
の
候
補
者
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
市
長

選
の
歴
史
の
な
か
で
も
っ
と
も

多
い
。

　
エ
マ
ー
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
に

よ
る
４
回
目
の
世
論
調
査
︵
６

月
７
〜
８
日
に
実
施
︶
で
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
区
長
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ズ
候
補
が
23
％
で

ト
ッ
プ
。
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
の

元
顧
問
の
マ
ヤ
・
ワ
イ
リ
ー
候

補
が
前
回
の
世
論
調
査
︵
５
月

23
〜
24
日
実
施
︶
か
ら
８
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
17
％
で
２
位
に
躍

進
し
た
。
３
月
の
調
査
で
は
32

％
の
圧
倒
的
ト
ッ
プ
を
走
っ
て

い
た
実
業
家
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ヤ
ン
候
補
は
前
回
の
16

％
か
ら
や
や
下
げ
15
％
で
３

位
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局

の
元
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
る

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
候
補

は
 
前
回
の
21
％
か
ら
12
％
に

大
き
く
低
下
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
会
計
監
査
官
ス
コ
ッ

ト
・
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
候
補
は
前

回
10
％
か
ら
９
％
と
横
ば
い
。

　
同
世
論
調
査
で
求
め
る
政
策

の
優
先
順
位
は
犯
罪
が
31
％
と

ト
ッ
プ
で
ア
ダ
ム
ズ
候
補
が
40

％
と
圧
倒
的
期
待
を
集
め
た
。

　
マ
ヤ
・
ワ
イ
リ
ー
候
補
の
躍

進
は
左
派
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
・
オ
カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
連

邦
下
院
議
員
︵
Ｎ
Ｙ
州
14
区
︶

が
５
日
に
行
っ
た
支
持
表
明
が

大
き
く
寄
与
し
た
と
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
同
じ
左
派
の
ガ
ル

シ
ア
候
補
と
モ
レ
ラ
ス
候
補
の

支
持
者
が
ワ
イ
リ
ー
候
補
に
移

行
し
た
と
見
ら
れ
、
両
候
補
の

支
持
率
は
下
が
っ
て
い
る
。
市

長
選
で
は
左
派
の
指
導
者
で
人

気
の
高
い
オ
カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ

ス
氏
が
誰
を
支
持
す
る
の
か
注

目
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
世

論
調
査
を
見
る
限
り
右
派
で
あ

る
ア
ダ
ム
ズ
候
補
の
優
位
を
揺

る
が
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ヤ
ン
候
補
は
45
歳
未
満
に

は
23
％
の
支
持
率
を
得
て
い
る

が
高
齢
者
に
は
９
％
の
支
持
し

か
な
く
、
15
％
前
後
で
頭
打
ち

の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

次
期
Ｎ
Ｙ
市
長
選
予
備
選

民
主
ア
ダ
ム
ズ
氏
優
勢

22
日
に
投
票

ア
ダ
ム
ズ
候
補

ワ
イ
リ
ー
候
補

ヤ
ン
候
補

ガ
ル
シ
ア
候
補

ス
ト
リ
ン
ガ
ー
候
補
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ロテックコモンズ、スタテンアイランドの
エンパイアアウトレットなど市内５区に屋
外特設会場を設けて上映する。期間中は短
編・長編映画あわせて 325 作品、トークイ
ベントも開催される。
詳細は https://tribecafi lm.com/
■第 11 回クイーンズ世界映画祭＝ 6/23 日
〜 7/3　複数会場でのライブ上映とオンラ
インでのバーチャル上映の両方で開催。短
編・長編映画、ドキュメンタリー、アニメ
など、33か国からの198作品が公開される。
福島原発事故をテーマにした中村賀与子
監督の短編ドキュメンタリー「No Nukes」
も参加。チケット 10 ドル〜。
詳細は https://queensworldfi lmfestival.org/

ART
■日本クラブ人形 WEB ギャラリー展「日
本の人形：昭和から令和へ」＝ 6/17 〜
7/28　昭和から平成そして令和まで、子ど
もたちを中心に人気のあったフランス人
形やリカちゃん人形などを時代ごとにオ
ンラインで紹介する。バーチャル・オー
プニングレセプションは６月 17 日（木）
午後７時から。レセプションでは日本玩
具文化財団理事長の佐藤豊彦氏が日本の
人形の変遷について紹介し、令和２年度
国立劇場文楽賞文楽優秀賞を受賞した吉
田勘彌氏が人形劇「文楽」の魅力を語
る。参加費無料だが要申し込み。詳細は
https://nippongallery.nipponclub.org/
■アート・オン・アベニュー＝〜 7/8　公
募で選ばれた NY 在住アーティスト 31 人
の作品を、ウエストビレッジ地区にあるコ
ロナ禍でクローズした店舗のショーウイン
ドーに展示するパブリックアート展。オ
ンラインマップを見ながら作品巡りができ
る。日本人では小林園実さんと遠藤良子さ
んが参加している。
詳細は https://www.artontheavenyc.com/
■ カ ウ ズ の 大 規 模 回 顧 展「KAWS: 
WHAT  PARTY」＝〜 9/5　The  Brooklyn  
Museum（200  Eastern  
Parkway）Tel:718-638-
5000　 目 が バ ツ（ × ）
になったキャラクターで
知られ、今年でアーティ
スト活動 25 年となるカ
ウズことブライアン・ド
ネリーの作品展。初期作
品をはじめ、ドローイ
ングや絵画、彫刻、大
型インスタレーション
など 100 作品以上を展
示。入場料：大人 25 ド
ル、学生・シニア 16 ド
ル、会員・３歳以下は無
料。詳細は https://www.
brooklynmuseum.org
■草間彌生「KUSAMA：
Cosmic Nature」 ＝ 〜
10/31 The New York 
Botanical Garden (2900 
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　
い
ま
、
周
り
を
見
回
し
て
気

付
く
の
は
、
１
９
５
０
年
代
の

よ
う
に
ピ
カ
ピ
カ
の
靴
が
見
当

た
ら
な
い
こ
と
だ
。
汚
れ
た

靴
を
履
い
て
い
る
人
も
い
な
い

が
、
異
常
に
光
ら
せ
た
靴
も
い

な
い
。
ご
く
自
然
な
﹁
艶
﹂
が

多
い
。

　
思
え
ば
、
敗
戦
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
れ
ず
に
足
掻

い
て
い
た
50
年
代
ま
で
、
占

領
軍
は
強
く
て
偉
大
な
存
在
。

だ
れ
も
が
ア
メ
リ
カ
に
憧
れ

た
。
デ
ッ
カ
イ
米
車
、
車
か
ら

聞
え
る
音
楽
、
そ
し
て
運
転
し

て
い
る
人
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
。

　
覚
え
て
い
る
。
戦
後
間
も
な

い
こ
ろ
に
見
た
米
兵
の
服
装
。

カ
ー
キ
の
シ
ャ
ツ
と

パ
ン
ツ
姿
だ
っ
た

が
、
シ
ャ
ツ
に
も
パ

ン
ツ
に
も
ア
イ
ロ
ン

の
折
り
目
が
つ
い
て

い
た
。
襟
に
付
け
た

金
色
の
バ
ッ
ジ
の
カ

ッ
コ
よ
さ
。
そ
し
て

ブ
ー
ツ
は
ピ
カ
ピ
カ

だ
っ
た
こ
と
。

　
銀
座
通
り
に
兵
隊

が
い
っ
ぱ
い
い
た
頃
、
Ｇ
Ｉ
が

日
本
人
の
子
ど
も
に
靴
磨
き
を

さ
せ
て
い
た
光
景
を
思
い
出

す
。
靴
を
乗
せ
る
規
制
の
台
を

片
手
に
シ
ュ
ー
シ
ャ
イ
ン
・
ボ

ー
イ
が
い
っ
ぱ
い
い
た
。

　
わ
が
靴
磨
き
の
原
点
は
あ
の

シ
ュ
ー
シ
ャ
イ
ン
に
あ
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

459

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ヤ
ー
ズ

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ

 EVENT　 
■リンカーンセンター「ザ・グリーン」＝
〜９月　メトロポリタン歌劇場前にある広
場が緑化した憩いのスペース「ザ・グリー
ン」となった。ＮＹの復活を支援する取り
組みで、屋外会場が設置され、期間中はダ
ンスや音楽などのパフォーマンスやワーク
ショップが開催される。19 日はヤング・
ピープルズ・コンサート
詳細は https://www.lincolncenter.org
■ブライアントパーク「ピクニック・パ
フォーマンス」＝〜 9/20　6 番街 40 〜 42
丁目　NY フィルのコンサートをはじめ、
NY シティオペラ、ポール・テイラー・ダ
ンスカンパニーなど、ＮＹのさまざまな舞
台芸術がラインナップ。音楽、演劇、ダン
スなど全 25 回の無料公演を行う。入場無
料だが要予約。
詳細は https://bryantpark.org

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ジャパニーズ SHARE ウェビナー「 もっ
と知りたい乳がん検診〜画像検査で早期発
見〜」＝ 6/19  20:00　アメリカに在住す
る乳がん、卵巣がん、子宮がん患者を日本
語でサポートするジャパニーズ SHARE に
よる勉強会。今回は放射線科医のフォッ
クス聡子先生が登壇し、乳がん検診の画
像検査について、マンモグラフィと超音
波検査の違いや、日本人に多いデンスブ
レストについて解説する。参加費無料だ
が要事前登録。詳細は https://sharejp.org/
schedule/2021/6/19

MUSIC
■無料コンサート「メイク・ミュージック・
ニューヨーク」＝ 6/21 日　19:00　琴・三
味線奏者の石榑雅代出演のコンサートが、
ブライアントパークのアッパーテラスで開
催。（主催：Make Music New York、ニュー
ヨーク総領事館）26 人による琴・三味線
の現代曲演奏のほか、琴・三味線・チェロ・
フルート・ベース・パーカッションによる
アレンジ作品を演奏する。

THEATRE
■第 20 回トライベッカ映画祭＝〜 6/20　
マンハッタンのピア 57 ルーフトップ、ハ
ドソンヤードのほか、ブルックリンのメト

Southern Boulevard) Tel:718-817-8700  
ブロンクスのニューヨーク植物園で開催
中の前衛芸術家・草間彌生の大規模展示。
代表的なインスタレーション「ナルシス
の庭」や水玉模様の黄色いカボチャ「ダ
ンシング・パンプキン」などを展示。入
場料：ガーデン＆ギャラリーパスが一般
35 ドル、学生・65 歳以上 32 ドル、2 〜
15 歳 15 ドル、2 歳以下と会員は無料。
水曜は NY 市民無料。
詳細は https://www.nybg.org
■ゴッホのデジタルアート展 「Immersive 
Van Gogh Exhibit」 ＝ 6/10 〜 9/6　PIER 
36（299 South St）Tel:212-233-5050　デ
ジタルアートの巨匠、イタリアのマッシ
ミリアーノ・シカルディが制作した映像
を壁や床に投影した空間で、ゴッホの作
品世界を体験できる。NY 会場は世界最大。
入場料は 39 ドル 99 セント〜。
詳細は https://www.vangoghnyc.com 地下鉄パフォーマンス再開

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
１
年
以
上
休
止

し
て
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

地
下
鉄
構
内
で
の
演
奏
機
会
を

提
供
す
る
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ

Ａ
︶
の
﹁
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア

ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
Ｍ

Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶﹂が
、４
日
再
開
し
た
。 

　
再
開
初
日
に
は
、
日
本
人
を

含
む
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
や
ポ

ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
・
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
で
、
ギ
タ

ー
や
バ
イ
オ
リ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
な
ど
を
演
奏
し
、
多
く
の

利
用
者
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ら
し
い
音
の
復
帰
を
歓
迎
し

た
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
の
デ
メ
ト
リ
ウ

ス
・
ク
リ
ッ
チ
ロ
ウ
執
行
副
社

長
は
﹁
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
す
べ
て

の
地
下
鉄
利
用
者
た
ち
が
、
Ｍ

Ｕ
Ｎ
Ｙ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
美

し
さ
、
パ
ワ
ー
、
喜
び
の
表
現

に
足
を
止
め
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
音
楽
は
毎
日
、
何
百
万

人
も
の
乗
客
の
計
り
知
れ
な

い
喜
び
と
刺
激
の
源
と
な
っ

て
い
る
﹂
と
話
し
て
い
る
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
は
、
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
登
録
し
て
い
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
が
年
間
、
音
楽
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
３
５
０
回
、
そ

の
ほ
か
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

１
万
２
０
０
０
回
行
っ
て
い
た
。

14 か月ぶり
NY らしい
音楽の復活

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ヤ
ー
ズ

は
、
１
９
７
５
年
に
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
が
エ
ル
ヴ
ィ

ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
に
歌
っ
て

も
ら
お
う
と
作
っ
た
曲
だ
っ

た
が
プ
レ
ス
リ
ー
は
歌
う
こ

と
は
な
く
２
年
後
に
死
去
。

83
年
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
レ
コ
ー
ド
か

ら
発
売
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
に

収
録
。
誰
か
に
話
し
か
け
て

い
る
よ
う
で
、
彼
ら
に
彼
ら

の
﹁
黄
金
の
年
﹂
を
楽
し
む

よ
う
に
勧
め
て
い
る
。

https://tribecafilm.com
https://queensworldfi
https://nippongallery.nipponclub.org/
https://www.artontheavenyc.com/
https://www
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.lincolncenter.org
https://bryantpark.org
https://sharejp.org/schedule/2021/6/19
https://www.nybg.org
https://www.vangoghnyc.com
https://www.youtube.com/watch?v=HRD0ghlFSgk
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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　M
y bonsai is dead! 

　
私
の
ボ
ン
サ
イ
が
、
死
ん
で

し
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
！
　

　
突
然
、
サ
ラ
に
激
し
い
口
調

で
責
め
立
て
ら
れ
、
私
は
言
葉

を
失
っ
た
。 

　
ミ
ッ
ツ
ィ(

私
の
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム)

、
ち
ゃ
ん
と
水
を
あ
げ

て
く
れ
た
の
？

　
盆
栽
が
﹁
枯
れ
た
﹂
と
い
う

こ
と
な
の
だ
が
、
英
語
だ
か
ら

﹁
死
ん
だ
﹂
と
サ
ラ
は
言
っ
て

い
る
。 

　
つ
ま
り
、
殺
し
た
の
は
、
私

か
。 

　
そ
の
夏
、
サ
ラ
と
ビ
ル
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
離
れ
て
、
避
暑

地
で
過
ご
す
間
、
病
気
の
猫
の

世
話
を
頼
ま
れ
、
ふ
た
り
の
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
泊
ま
っ
て
い

た
。
猫
に
薬
を
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、 

信
頼
で
き
る

人
に
い
て
ほ
し
い
と
い
う
。 

　
盆
栽
が
あ
っ
た
こ
と
、
気
づ

か
な
か
っ
た
の
？ 

　
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の
棚
に
、

和
風
の
植
物
が
あ
る
こ
と
に
は

気
づ
い
た
。
滞
在
し
て
一
週
間

ほ
ど
た
っ
た
頃
だ
ろ
う
か
。 

　
何
、
こ
れ
？
　 

盆
栽
か
な
、

と
夫
と
話
し
た
記
憶
は
あ
る
。 

　
が
、
世
話
を
頼
ま
れ
て
い
た

わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
う
ち
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。 

　
さ
ら
に
言
い
訳
を
さ
せ
て
も

ら
え
ば
、
棚
に
は
東
洋
風
の
食

器
も
飾
ら
れ
て
い
て
、
盆
栽
は

部
屋
に
見
事
に
溶
け
込
み
、
存

在
が
ま
っ
た
く
印
象
に
残
っ
て

い
な
か
っ
た
の
だ
。 

　
　

　
気
づ
い
た
の
に
、
放
っ
て
お

い
た
っ
て
わ
け
？

　
ま
あ
、
そ
う
言
え
な
く
も
な

い
。 

　
な
ぜ
、
水
を
や
ら
な
か
っ
た

の
よ
。
枯
れ
る
こ
と
く
ら
い
、

わ
か
る
で
し
ょ
。

　
日
本
に
住
ん
で
い
た
と
き
だ

っ
て
、
私
は
盆
栽
な
ど
育
て
た

こ
と
が
な
い
。

　
盆
栽
に
水
を
あ
げ
て
い
い
わ

け
？

　
ミ
ッ
ツ
ィ
・・・・・。
相
手
は

た
め
息
を
つ
い
て
い
る
。 

　
盆
栽
は
何
も
し
な
く
て
も
、

生
き
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
な
の

だ
。
少
な
く
と
も
、
私
の
な
か

で
は
。

　
あ
、
そ
れ
は
サ
ボ
テ
ン
か
。 

　
い
く
つ
か
あ
る
鉢
植
え
の
水

や
り
は
頼
ま
れ
て
い
た
が
、
盆

栽
の
こ
と
な
ど
サ
ラ
に
は
ひ
と

言
も
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。 

　
盆
栽
の
水
や
り
な
ん
か
、
頼

ま
れ
な
か
っ
た
け
ど
。 

　
頼
ま
な
く
た
っ
て
、
わ
か
る

あ
な
た
、
そ
れ
で
も
日
本
人
？ エッセイ連載 ⑱

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

で
し
ょ
！

　
し
か
し
、水
を
あ
げ
す
ぎ
て
、

根
腐
れ
し
て
枯
れ
た
ら
ど
う
す

る
の
だ
。 

　
盆
栽
の
手
入
れ
の
仕
方
な
ん

か
、
知
ら
な
い
も
の
。 

　
ミ
ッ
ツ
ィ
！
　
あ
な
た
、
そ

れ
で
も
日
本
人
？ 

　
日
本
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

毎
日
、
ス
シ
を
食
べ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
皆
が
ニ
ン
ジ

ャ
の
格
好
を
し
て
手
裏
剣
を
投

げ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。﹁
サ

ザ
エ
さ
ん
﹂の
波
平
の
よ
う
に
、

老
い
も
若
き
も
庭
で
盆
栽
い
じ

り
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

の
で
あ
る
。 

　
日
本
人
で
す
よ
、
ミ
ッ
ツ
ィ

は
。

　
た
ぶ
ん
。 

　
ボ
ン
サ
イ
の
手
入
れ
の
仕

方
も
知
ら
な
い
、
ボ
ン
サ
イ(

凡
才)

な
日
本
人
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂
シ
リ
ー
ズ

︵
文
春
文
庫
︶
第
８
弾
﹃
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
の
約
束
﹄
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
７
月
９
日

︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら
バ
ー
チ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
、
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル 

＆ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
２
０
２
１
﹁
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
家
を
応
援
し

よ
う
！
﹂
を
開
催
す
る
。

　
昨
年
３
月
か
ら
公
演
を
中
止

し
、
今
も
な
お
劇
場
が
ク
ロ
ー

ズ
さ
れ
て
い
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
オ
ペ
ラ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

演
奏
の
機
会
を
提
供
し
、
経
済

的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
企
画
。
６

月
25
日
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
の

高
層
ビ
ル
﹁
30
ハ
ド
ソ
ン
ヤ

ー
ド
﹂
の
１
０
１
階
に
あ
る

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
招
待
客
の
み
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
と

と
も
に
、
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
唯
一
の
日
本
人
正
規
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
ハ
ー
ブ
奏
者
の

安
楽
真
理
子
さ
ん
が
解
説
す

る
。
日
本
ク
ラ
ブ
シ
ェ
フ
の
特

製
弁
当
付
き
。
料
金
は
会
員

１
２
０
ド
ル
、
一
般
１
６
０
ド

ル
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

メ
ッ
ト
オ
ペ
ラ
を
応
援
し
よ
う

日
本
ク
ラ
ブ
７
月
9
日

　
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

の
街
角
で
見
つ
け
た
、
韓
国
版

コ
ー
ン
ド
ッ
グ
と
卵
ト
ー
ス
ト

の
専
門
店
﹁
オ
ー
ケ
ー
ド
ッ
グ

Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂。
東
京
の
コ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
・
新
大
久
保
を
中
心
に

日
本
で
も
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
韓

国
生
ま
れ
の
コ
ー
ン
ド
ッ
グ

﹁
ハ
ッ
ト
グ
﹂
は
今
や
人
気
の

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
で
、
串
に

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
は
じ
め
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
、
ト
ッ

ポ
キ
に
使
う
棒
状
の
モ
チ
な
ど

を
刺
し
て
、
た
っ
ぷ
り
の
米
粉

の
衣
を
つ
け
て
揚
げ
た
も
の
。

衣
に
サ
イ
コ
ロ
状
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
つ
け
た
も
の
な
ど
多
く
の

種
類
が
あ
り
、
街
歩
き
し
な
が

ら
の
軽
食
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
ま
た
、
厚
切
り
ト
ー
ス
ト
に

ト
ロ
ト
ロ
の
卵
、
ハ
ム
と
チ
ー

ズ
を
は
さ
み
、
特
製
ソ
ー
ス
を

か
け
て
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
エ

ッ
グ
ト
ー
ス
ト
も
韓
国
の
街
角

で
人
気
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
。
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
見
た
目
も
か

わ
い
く
、
現
地
で
は
朝
ご
は
ん

と
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
そ
う
。
週
末
は
午
前
１
時
30

分
ま
で
営
業
し
て
い
る
の
で
、

深
夜
に
小
腹
が
す
い
た
と
き
の

お
と
も
に
ど
う
で
し
ょ
う
。

Oh K-Dog NYC
159 Ludlow St, 

New York, NY 10002
(646) 448 - 4836  https://www.

ohkdog.com/　年中無休

韓国版コーンドッグ

ロウワーイーストサイド
韓国の B 級グルメ

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
１
０
１
階
で
開
催
さ
れ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
楽
し
め
る
夜

©
R

elated C
om

panies

盆踊り

　ニューヨーク仏教会は７月９日（金）、10
日（土）、午後７時からお盆イベントをオン
ラインで開催する。テーマは「甦る楽しい
思い出」と題し、盆踊り、僧太鼓の演奏の
ほか、お盆の歴史やゆかたの着方、うちわ
のデザインや折り紙講習会なども実施する。
11 日（日）午前 11 時 30 分からお盆供養サ
ービスを行う。NY 仏教会では「今年の夏は　

コロナ禍から徐々に回復しつつありますが、
お盆に際し、先祖を供養し、特に　コロナ
で亡くなった大勢の方を偲びたいと思いま
す。皆さんと共に　オンラインでお盆を味
わいませんか」と参加を呼びかけている。
詳細は https://www.
newyorkbuddhistchurch.org/

https://www.ohkdog.com/
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://www.nipponclub.org
https://www.newyorkbuddhistchurch.org/
mailto:info@villagewellusa.com
https://www.sammy-nyc.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

  

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
、
商
業
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
中
心
地
で
も
あ
る
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
、
な
か
な
か
お
目

に
か
か
れ
な
い
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
。
コ
ロ
ナ
禍
で
郊
外
に
出
て
い
た
家
族
世
帯
な
ど
が
、
感

染
拡
大
の
抑
制
、
ビ
ジ
ネ
ス
再
開
と
共
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ

の
Ｕ
タ
ー
ン
ブ
ー
ム
に
あ
る
と
聞
く
。
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

の
ア
パ
ー
ト
を
探
す
の
も
今
や
至
難
の
ご
時
世
、
ま
し
て
や

２
寝
室
、
３
寝
室
と
な
れ
ば
さ
ら
に
難
し
い
。

　
場
所
は
49
丁
目
の
２
番
街
と
３
番
街
の
間
。
商
業
地
区
と

住
宅
地
区
が
程
よ
く
混
在
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
、
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
、
日
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ダ
イ
ノ
ブ

や
米
系
ス
ー
パ
ー
で
は
モ
ー
ト
ン
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、
ホ
ー
ル

フ
ー
ズ
が
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
生
活
し
や
す
い
環
境
だ
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も
治
安
が
比
較
的
良
い
場
所
だ
。

　
写
真
の
部
屋
は
、
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
３
ベ
ッ
ド
タ
イ

プ
。
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
2
室
、
ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
付
き 

ダ
ブ
ル
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
使
用
で
き
る
間

取
り
と
な
っ
て
い
る
。
室
内
に
洗
濯
機
と
乾
燥
機
が
完
備
し

て
い
る
。
ド
ア
マ
ン
無
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
。
最
寄
り

駅
は
、
地
下
鉄
６
番
線
51
丁
目
駅
、
Ｍ
、
Ｅ
線
レ
キ
シ
ン
ト

ン
街
53
丁
目
駅
。
建
物
前
に
バ
ス
停
が
あ
る
。
家
賃
は
月
額

７
２
０
０
ド
ル
。
ま
た
、
こ
の
ビ
ル
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
タ
イ

プ
の
ワ
ン
ル
ー
ム
型
の
部
屋
、ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
　
２
１
２
・
５
９
９
・
７
６
９
７
、

Ｅ
メ
ー
ル
　otoiaw

ase@
startsnew

york.com

︵
写
真
提
供
・
ス
タ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

マンハッタン・ミッドタウンの３ベッドルーム

　
Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
で
最
も
利
用
者
が
多
い
ミ

ッ
ド
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
図
書
館

︵
40
丁
目
、
五
番
街
︶
が
１
日
、

ス
タ
ブ
ロ
ス
・
ニ
ア
ル
コ
ス
財

団
図
書
館
と
名
称
を
変
え
一
般

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。 

　
新
図
書
館
の
外
観
で
ま
ず
目

を
引
く
の
は
、
７
階
部
分
の
緑

青
の
よ
う
な
屋
上
屋
根
で
、
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｌ
は﹁
魔
法
使
い
の
帽
子
﹂

と
称
し
て
い
る
。
同
階
に
は
将

来
的
に
、
見
晴
ら
し
の
い
い
カ

フ
ェ
や
ガ
ラ
ス
張
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
室
が
オ
ー
プ
ン
予
定

だ
と
い
う
。
屋
内
の
中
心
は
、

３
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
﹁
ロ
ン

グ
・
ル
ー
ム
﹂
で
、
天
井
に
は

パ
ズ
ル
を
思
わ
せ
る
現
代
ア
ー

ト
が
描
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も

や
テ
ィ
ー
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
就

職
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
室
を
特
設

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る
。 

　
２
０
１
７
年
に
始
ま
っ
た
同

改
装
工
事
の
費
用
総
額
２
億
ド

ル
の
う
ち
５
５
０
０
万
ド
ル

は
、
Ｎ
Ｙ
市
と
ス
タ
ブ
ロ
ス
・

ニ
ア
ル
コ
ス
財
団
が
寄
付
し

た
。
開
館
時
間
は
月
曜
〜
木
曜

は
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
、
金

曜
と
土
曜
は
午
後
６
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
同
図
書
館
や
今

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
詳
細

はnypl.org

を
参
照
す
る
。

新
Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館 

約
３
年
の
閉
館
を
経
て
オ
ー
プ
ン

屋上にあるのは

魔法使いの帽子

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

mailto:otoiawase@startsnewyork.com
mailto:otoiawase@startsnewyork.com
mailto:otoiawase@startsnewyork.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:commercial@redacinc.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
クラス内での生徒の認識調査（１）

　
米
国
の
大
学
で
﹁
静
か
﹂
と

い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
人
学
生
で
す

が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た

ち
の
発
言
行
動
に
関
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
か
ら
は
、
私
が
米
大
学
で

行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
米
国
人
と

ア
ジ
ア
人
学
生
ら
両
方
の
視
点

か
ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
お
断
り
し
て
お
き
た

い
の
は
、
ク
ラ
ス
で
発
言
す
る

人
が
良
い
、
ま
た
黙
っ
て
い
る

の
は
悪
い
、
と
い
っ
た
偏
っ
た

価
値
観
や
バ
イ
ア
ス
は
除
い
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
米
国
人
学
生
と
ア
ジ
ア

出
身
学
生
ら
と
関
わ
っ
て
き
た

経
験
か
ら
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
は
、
両
グ
ル
ー
プ
と
も
に
﹁
良

い
生
徒
﹂
に
な
り
た
い
と
い
う

願
望
や
努
力
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
前
回
も
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
米
国
人
学
生
は
﹁
発
言

参
加
す
る
こ
と
自
体
が
重
要
﹂

と
い
う
価
値
観
を
持
っ
て
お

り
、
例
え
答
え
が
間
違
っ
て
い

て
も
、
少
し
的
外
れ
だ
っ
た
と

し
て
も
、
﹁
発
言
す
る
＝
自
分

が
価
値
あ
る
ク
ラ
ス
の
一
員
で

あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

例
え
ば
﹁
ク
ラ
ス
で
発
言
す
る

こ
と
を
ど
う
思
う
か
？
﹂
と
い

う
質
問
に
は
、
米
国
人
学
生
回

答
者
の
１
０
０
％
が
﹁
非
常
に

重
要
で
あ
る
﹂
﹁
必
ず
発
言
す

る
﹂
﹁
で
き
れ
ば
す
る
﹂
な
ど

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同

様
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
ジ
ア
出
身

生
徒
ら
も
﹁
発
言
す
る
こ
と
は

大
事
だ
﹂
﹁
活
発
に
発
言
し
た

い
と
思
う
﹂
﹁
ク
ラ
ス
の
学
習

プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
た
い
﹂
と

答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

根
底
に
あ
る
価
値
観
や
願
望
は

両
グ
ル
ー
プ
と
も
同
じ
よ
う
で

す
。
次
に
﹁
彼
ら
の
持
つ
﹃
良

い
生
徒
像
﹄
と
い
う
の
は
一

体
ど
う
い
っ
た
生
徒
の
こ
と

か
？
﹂
と
い
う
質
問
に
は
、
多

く
の
米
国
人
生
徒
ら
が
﹁
き
ち

ん
と
授
業
を
理
解
し
、
活
発
に

ク
ラ
ス
内
で
参
加
し
、
自
分
の

見
地
な
ど
も
発
言
で
き
る
能
力

を
持
つ
生
徒
﹂
と
答
え
た
の
に

れ
ま
し
た
。﹁
中
国
で
は
先
生

は
﹃
知
識
の
ソ
ー
ス
﹄
と
み
な

さ
れ
て
い
て
、
先
生
の
仕
事
は

生
徒
ら
の
頭
に
そ
の
知
識
を
詰

め
込
む
こ
と
。
生
徒
は
知
識
を

受
け
る
側
の
立
場
で
、
そ
う
や

っ
て
﹃
学
ぶ
﹄
と
い
う
こ
と
が

成
り
立
つ
。
だ
か
ら
、
例
え
ば

生
徒
が
意
見
を
言
っ
た
り
、
反

応
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
必

要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

に
、
何
も
言
わ
な
い
か
ら
授
業

に
参
加
し
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
話
も
聞
い
て

い
る
し
、
精
神
的
に
も
十
分
参

加
し
て
い
る
。
授
業
で
沈
黙
し

て
い
る
の
は
、
逆
に
集
中
し
て

い
る
か
ら
だ
﹂
と
答
え
て
い
ま

す
。
あ
る
学
者
は
、
日
本
も
含

め
て
ア
ジ
ア
圏
の
教
育
は
﹁
先

生
中
心
、
教
材
中
心
、
知
識
の

暗
記
中
心
、
そ
し
て
学
習
上
、

先
生
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
重
要
で
は
な
い
﹂
と

分
析
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

こ
の
中
国
人
生
徒
の
発
言
と
一

致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る

韓
国
人
女
子
生
徒
は
、﹁
授
業

で
発
言
す
る
の
は
大
事
だ
と
思

う
。
で
も
、
正
直
言
え
ば
、
実

際
発
言
と
か
全
然
し
な
く
て
も

い
い
し
、
試
験
だ
け
合
格
し
て

単
位
を
取
っ
て
卒
業
さ
え
で
き

れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
そ
う
思
っ

て
い
る
子
ら
︵
同
胞
︶
は
米
国

に
い
っ
ぱ
い
い
る
。
だ
っ
て
、

そ
れ
が
韓
国
教
育
で
の
典
型
的

な
考
え
方
だ
か
ら
﹂
こ
れ
は
、

日
本
社
会
に
お
い
て
も
全
く
同

じ
考
え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
い

い
大
学
を
出
て
い
れ
ば
、
何
を

ど
れ
だ
け
学
ん
だ
か
、
成
績
が

ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
、
あ
ま
り

中
身
は
問
題
で
は
な
い
と
い
う

風
潮
。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
共
通

の
価
値
観
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

対
し
、
ア
ジ
ア
人
生
徒
の
場
合
、

﹁
正
し
い
論
理
や
結
論
が
理
解

で
き
、
試
験
上
で
も
正
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
理
想
﹂

と
答
え
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

ア
ジ
ア
人
生
徒
の
発
言
に
お
い

て
深
く
掘
り
下
げ
れ
ば
、
実
際

は
﹁
発
言
す
る
に
は
正
し
い
答

え
を
言
え
る
こ
と
が
重
要
﹂
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う

い
え
ば
﹁
ア
ジ
ア
人
生
徒
ら
は

ク
ラ
ス
で
何
も
発
言
し
な
い
け

ど
、
テ
ス
ト
は
最
高
点
を
取
る

の
よ
！
﹂
と
驚
い
て
い
た
同
僚

の
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
回
答
内

容
も
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。
﹁
そ
も
そ
も
授
業
に
　

“
participate”

す
る
と
は
何

を
意
味
す
る
の
か
？
﹂
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
あ
る
中
国
人

男
子
生
徒
が
詳
し
く
話
し
て
く

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
教
育

審
議
会
の
教
育
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
か
ら
の
業

務
委
託
を
受
け
、
今
月
か
ら

２
０
２
２
年
3
月
末
ま
で
﹁
い

じ
め
相
談
窓
口
﹂を
開
設
し
た
。

　
米
国
の
現
地
校
等
に
通
う
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
文
化
や

肌
の
色
の
違
い
、
英
語
が
十
分

に
理
解
で
き
な
い
な
ど
、
日
本

で
は
あ
ま
り
な
い
理
由
で
い
じ

め
や
嫌
が
ら
せ
に
あ
う
こ
と
が

あ
る
。
特
に
最
近
は
都
市
部
で

の
反
ア
ジ
ア
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
学
校

も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
と
も

限
ら
な
い
。
学
校
側
に
改
善
を

求
め
た
く
て
も
ど
う
し
て
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
日
本

語
で
相
談
が
で
き
る
場
だ
。

　﹁
い
じ
め
相
談
窓
口
﹂
で
は
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
悩
み
に
応

え
る
専
門
の
訓
練
を
受
け
た
教

育
相
談
員
が
総
領
事
館
の
担
当

者
と
連
携
し
、
明
る
い
充
実
し

た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

相

談

希

望

者

は

電

話

９
２
９
・
２
８
２
・
２
０
３
２

︵
シ
ス
テ
ム
上
﹁Pleae say 

your nam
e

﹂
と
言
わ
れ
る

が
﹁
相
談
で
す
﹂
と
言
う
と
電

話
が
つ
な
が
る
︶、
ま
た
は
Ｅ

メ

ー

ルIjim
e110@

jec-ny.
org

ま
で
。

いじめ相談窓口開設
NY 日本人教育審議会

教育文化交流センター

mailto:Ijime110@jec-ny.org
http://kiku-ny.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
http://www.nykoshin.com
mailto:kenji.otsubo@verizon.net
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
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ジ
ェ
ト
ロ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

﹁Seizing O
pportunities in 

D
igitalization in Japan

﹂

が
、
29
日
︵
火
︶
午
前
８
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。︵
主
催
：
在

ボ
ス
ト
ン
日
本
総
領
事
館
、
Ｃ

Ｉ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
デ
ス
ク
︶

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
取

り
組
む
日
本
企
業
が
増
加
す
る

現
在
に
お
い
て
、
日
本
経
済
の

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
、
日
本
で
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
生
か
し
た
事
業
の

立
ち
上
げ
に
成
功
し
た
非
日

系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
事
例

を
紹
介
す
る
。
基
調
講
演
は

Serdar U
ckun, M

D
, PhD

、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
る
。
言
語
は
英
語
。

　

参

加

費

無

料
。

申

し

込

み

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

s://zo
o

m
.u

s/
w

ebin
ar/register/W

N
_

IX
p

Js
o

p
0

S
v

q
4

q
k

4
q

hom
epQ

か
ら
。

日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化

ジ
ェ
ト
ロ
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
16
日 

、
シ

ス
コ
ム
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
／
日
本
ク
ラ
ブ

／
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
共
催
、
第
２
回
ビ

ジ
ネ
ス
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
今
求
め

ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
〜
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
利

用
を
実
現
す
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
と
は

〜
﹂
開
催
し
た
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
は
赤
司
篤
亮
氏

︵
シ
ス
コ
ム
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
イ
ン
ク
・ 

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｉ
営
業
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
焦
点
を
あ

て
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
リ
ス
ク
や
実
際
に
起
き
た

事
例
を
用
い
な
が
ら
、
安
全
な

ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
実
現
す
る
た

め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
︵
ク
ラ

ウ
ド
・
ア
ク
セ
ス
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
︶
を
説
明
。

ま
た
、
経
営
層
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
紹
介
し
た
。

安全なクラウド対策
シスコムがセミナー

日本クラブ・JCCI 共催

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

２
０
２
１
年
度
年
次
総
会
・
授

賞
式
が
22
日
︵
火
︶
午
後
７
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
。
２
０
２
１

年
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

賞
受
賞
者
、
そ
し
て
基
調
講
演

者
に
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・
ク
ラ
ビ

ス
氏
、
元
駐
日
米
国
大
使
の
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
氏
、

元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
︵
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
︶
宇
宙
飛
行
士
で
あ

る
山
崎
直
子
氏
が
出
演
。
ス
ペ

シ
ャ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し

て
津
軽
三
味
線
、
篠
笛
、
太
鼓

と
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
で

新
し
い
サ
ウ
ン
ド
を
表
現
す
る

竜
馬
四
重
奏
を
迎
え
る
。

　
基
調
講
演
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
会
長
でPerella 

W
einberg Partners

創

業

者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
レ
ー
ラ
氏

と
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
の
共
同
会
長
兼
共

同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｒ
・

ク
ラ
ビ
ス
氏
。
金
融
界
の
巨
人

で
あ
る
両
氏
が
、
企
業
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
ど
う
設
定
し
て
い
く

か
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
社
会

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
い
、
世
界
の

未
来
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視

点
を
語
り
合
う
。

　
ま
た
、
今
年
は
ア
ポ
ロ
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
画
期

的
な
﹁
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
﹂
演

説
の
60
周
年
。
こ
の
節
目
に
、

元
駐
日
米
国
大
使
の
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
氏
、
元
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
で
あ
る
山

崎
直
子
氏
を
迎
え
て
対
談
を
行

う
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

w
w

w
.japan

society
.org 

を
参
照
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

年
次
晩
さ
ん
会
開
催

　
相
続
、
事
業
承
継
、
国
際
税

務
な
ど
、
幅
広
い
税
務
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ

税
理
士
法
人
︵
東
京
都
千
代
田

区
︶
が
主
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
﹁
ア
メ
リ
カ
在
住
者

限
定
、
知
っ
て
得
す
る
日
本
で

の
相
続
の
話
﹂
が
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
た
。
講
師
を
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ａ
税
理
士
法
人
の
相
続
専
門
税

理
士
・
大
谷
亜
紀
さ
ん
が
務
め

た
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
過
去
５
年

以
上
に
わ
た
り
定
期
開
催
し
て

お
り
、
口
コ
ミ
を
中
心
に
徐
々

に
評
判
が
広
が
り
、
日
本
に
高

齢
の
親
を
持
つ
米
国
在
住
者
に

特
に
人
気
の
企
画
。
こ
れ
ま
で

は
米
国
西
海
岸
時
間
に
合
わ
せ

た
生
配
信
だ
っ
た
が
、
今
回
は

Y
ouT

ube

配
信
形
式
を
採
用

し
期
間
中
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
い

つ
で
も
視
聴
可
能
に
し
た
こ
と

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と

す
る
東
海
岸
か
ら
の
参
加
者
が

多
数
増
加
し
、
前
回
の
倍
近
い

３
５
０
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

在
米
邦
人
の
日
本
の
相
続
対
策

へ
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
日
本
に

親
が
い
る
人
を
対
象
に
、
親
が

元
気
な
う
ち
に
行
い
た
い
相
続

対
策
に
つ
い
て
、
そ
し
て
将
来

自
分
が
帰
国
し
日
本
で
終
活
す

る
人
を
対
象
に
、
米
国
に
い
る

間
に
で
き
る
自
分
自
身
の
相
続

対
策
に
つ
い
て
解
説
し
、
無
料

の
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
も
行

っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
92
％
が
﹁
満
足
﹂
と

回
答
。
参
加
者
か
ら
は
﹁
相
続

対
策
と
日
本
へ
帰
国
す
る
際
の

対
策
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
提

案
し
て
も
ら
い
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
不
動
産
や
遺
言
書
な

ど
、
自
分
で
考
え
て
い
た
内
容

が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
た
り
、

家
族
信
託
の
こ
と
な
ど
知
っ
て

お
い
た
方
が
よ
い
こ
と
も
教
え

て
も
ら
い
と
て
も
助
か
っ
た
﹂

と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。 

Ｔ

Ｏ
Ｍ
Ａ
税
理
士
法
人
は
、
在
米

邦
人
か
ら
の
高
い
需
要
に
こ
た

え
る
形
で
今
後
も
同
様
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
考
え
て
お
り
、

相
続
税
節
税
、
遺
言
、
信
託
な

ど
日
本
の
相
続
に
関
す
る
有
益

な
情
報
を
引
き
続
き
発
信
し
て

い
く
方
針
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
も
日
本
の
相
続
に
関
す
る
個

別
無
料
相
談
は
引
き
続
き
受
け

付
け
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
ブ
サ
イ
トhttps://tom

a.
co.jp/contact_asset/

日本の相続対策
セミナーが盛況
ＴＯＭＡ税理士法人

http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
https://www.bozubrooklyn.com/
https://toma.co.jp/contact_asset/
https://zoom.us/webinar/register/WN_IXpJsop0Svq4qk4qhomepQ
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com


　
振
袖
は
成
人
式
に
着
る
も

の
。
ま
た
は
あ
ら
た
ま
っ
た
お

式
で
の
装
い
。
美
し
く
上
品
で

ま
さ
し
く
日
本
の
未
婚
女
性
の

第
一
礼
装
で
す
。
し
か
し
、
残

念
な
事
に
は
今
や
出
番
が
極
端

に
少
な
い
晴
着
の
一
つ
で
し
ょ

う
。

　
着
物
ド
レ
ス
に
出
会
っ
た
の

は
三
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
時
の
驚
き
は
ど
う
表
現
し

た
も
の
か
。
振
袖
を
そ
の
ま
ま

ド
レ
ス
と
し
て
着
用
す
る
と
い

う
の
で
す
。
し
か
も
リ
メ
イ
ク

︵
切
っ
た
り
縫
い
直
し
た
り
︶

せ
ず
に
。
結
婚
式
の
お
色
直
し

や
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
着
装
す

る
の
で
す
が
、
艶
や
か
な
振
袖

は
ド
レ
ス
と
し
て
着
て
も
そ
れ

は
そ
れ
は
美
し
い
。
ま
さ
に
日

本
の
美
が
洋
の
文
化
と
見
事
に

融
合
し
た
姿
で
し
た
。

　
実
は
﹁
着
物
ド
レ
ス
﹂
を
着

付
け
る
機
会
は
長
い
間
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
に
着
付
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
疑
問
に
思
い
続
け
て
お
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り

従
来
の
着
付
け
仕
事
が
ほ
ぼ
途

切
れ
か
け
て
い
た
時
、﹃
着
物

ド
レ
ス
の
着
付
け
師
募
集
。
着

付
け
講
習
あ
り
。﹄
の
広
告
を

見
つ
け
た
の
で
す
。
は
っ
き
り

い
っ
て
飛
び
つ
き
ま
し
た
。
長

年
の
謎
が
解
明
さ
れ
、
更
に
新

し
い
お
仕
事
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
期
待
が
膨
ら

ん
だ
の
で
す
。

　
結
論
と
し
て
、
私
は
望
ん
だ

と
お
り
着
物
ド
レ
ス
の
着
付
け

師
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
そ
の
過
程
が
、
驚
き
の
連

続
だ
っ
た
の
で
す
。
全
く
想
像

フラワーデザイナー &
着付師

長嶋 幸

シリーズ 3

し
て
い
な
か
っ
た
展
開
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。

　﹁
風
の
ま
ま
に
﹂
の
コ
ラ
ム

で
お
な
じ
み
の
Ｉ
Ｆ
Ａ
梶
木
会

長
と
の
出
会
い
が
そ
の
始
ま
り

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
一
介
の
着
付
け
師
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
真
最
中
に
畑
違
い

の
世
界
と
出
会
い
、
は
か
ら
ず

も
着
物
の
世
界
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　
風
は
確
実
に
私
の
周
り
に
吹

い
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
そ

れ
は
現
在
進
行
形
な
の
で
す
。

こ
の
風
の
お
話
、
ご
縁
が
あ
れ

ば
お
伝
え
で
き
る
機
会
も
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

＊
　
＊
　
＊

長
嶋
幸
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

学
芸
員
・
図
書
館
司
書
・
表
千

家
講
師
・
１
級
着
付
け
技
能
士

な
ど
多
く
の
資
格
を
取
得
し
日

本
の
文
化
を
継
承
し
活
動
を
拡

げ
て
い
る
。
ま
た
有
名
美
容
室

に
所
属
し
ホ
テ
ル
や
結
婚
式
の

着
付
け
を
行
う
と
と
も
に
着
物

ド
レ
ス
や
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ラ
ワ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

幅
広
く
活
躍
。
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 Queens & LI

　
第
11
回
ク
イ
ー
ン
ズ
世
界
映

画
祭
が
23
日
︵
水
︶
か
ら
７
月

３
日
︵
土
︶
ま
で
の
11
日
間
、

複
数
会
場
で
の
ラ
イ
ブ
上
映
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル

上
映
の
両
方
で
開
催
さ
れ
る
。

短
編
・
長
編
映
画
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
、
ア
ニ
メ
な
ど
、
33

か
国
・
地
域
か
ら
の
１
９
８
作

品
が
公
開
さ
れ
る
。

　
同
映
画
祭
に
は
、
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
福
島
原
発
事

故
を
テ
ー
マ
に
し
た
中
村
賀
与

子
監
督
の
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
﹁N

o N
ukes

﹂︵
上

映
時
間
12
分
︶
も
参
加
。
被
害

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て

原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た
影
響

か
ら
原
発
と
は
何
か
を
考
え

る
。
中
村
監
督
は
﹁
空
と
海
が

つ
な
が
っ
て
い
る
限
り
、
福
島

原
発
事
故
は
日
本
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
世
界
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
話

し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
上
映
は

25
日
︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら
、

ザ
・
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｙ
︵13-02 

44th A
venue, LIC

,

︶
に
て
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映
は
27
日︵
日
︶

午
後
７
時
か
ら
。

　
同
映
画
祭
は
昨
年
３
月
19
日

〜
29
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
開

幕
３
日
前
に
劇
場
が
閉
鎖
さ
れ

会
場
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
し

か
し
主
催
者
は
急
き
ょ
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
へ
と
変
更
し
32
か
国

か
ら
の
１
９
１
作
品
が
上
映
さ

れ
、
３
万
回
以
上
の
視
聴
数
を

記
録
し
た
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
10
ド
ル
〜
。
オ

ー
ル
ア
ク
セ
ス
パ
ス
が
１
５
０

ド
ル
、
１
日
間
有
効
の
デ
イ

パ

ス

が

25

ド

ル
。

上

映

作

品
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

queensw
orldfilm

festival.
org/

を
参
照
。

第
11
回
ク
イ
ー
ン
ズ

世
界
映
画
祭
が
開
幕

https://queensworldfilmfestival.org
https://kj-artist.jp/
http://ariyoshiny.com
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://kkobo.com/
tel:5168833500
https://www.hondag.com
mailto:info@tsutech.com
https://japaneseschool.org
http://www.lijcc.org/index.html
tel:2122136069


激
動
の
ア
メ
リ
カ
﹂
と
題
し
て

講
演
す
る
。
岡
田
さ
ん
は
ネ
ッ

ト
のJ-C

A
ST

ニ
ュ
ー
ス
の

﹁
岡
田
光
世
﹃
ト
ラ
ン
プ
の
ア

メ
リ
カ
﹄
で
暮
ら
す
人
た
ち
﹂

を
今
年
１
月
ま
で
４
年
間
連
載

し
た
。
岡
田
さ
ん

は
こ
の
中
で
、
市

井
の
人
々
の
声
を

す
く
い
上
げ
、
ト

ラ
ン
プ
支
持
者
も

多
く
取
り
上
げ

た
。
１
月
６
日
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

の
連
邦
議
会
議
事

堂
乱
入
事
件
、
そ

の
直
前
の
行
進

で
も
現
場
に
い

た
。
当
日
の
講
演

で
は
、
本
人
撮
影

の
写
真
や
動
画
と

と
も
に
、
激
動
の

２
０
２
０
年
を
振

り
返
る
。
当
日
は

会
場
で
の
体
面
だ

け
で
な
く
、
ズ
ー

ム
で
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
で
き
る
。﹁
見

逃
し
配
信
﹂
の
期

間
は
21
日
か
ら
30

日
。
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大
阪
市
立
大
学
都
市
政
策
研

究
の
ひ
と
つ
で
﹁
医
療
の
倫

理
﹂
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
事
例
動
画
と
し

て
﹁
逸
脱
す
る
病
院
ビ
ジ
ネ
ス
﹂

を
拝
視
聴
し
ま
し
た
。
問
題
の

柱
は
ふ
た
つ
。

　
１
本
目
は
﹁
レ
セ
プ
ト
不
正

請
求
﹂
そ
れ
は
保
険
料
、
税
金

の
無
駄
遣
い
、
い
わ
ゆ
る
横
領

で
も
あ
る
の
に
な
ぜ
や
っ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
題
。

そ
し
て
２
本
目
は
﹁
生
活
保
護

者
の
拡
大
﹂
と
﹁
本
来
治
る
は

ず
の
患
者
を
寝
た
き
り
に
さ
せ

て
い
る
こ
と
﹂。
悪
化
さ
せ
て
、

自
立
支
援
を
阻
害
し
て
い
る
問

題
。
医
師
の
倫
理
観
に
偏
り
の

医
療
の
倫
理

せ
い
で
、
関
わ
る
市
民
の
身
心

の
健
康
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
、

改
善
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。

・
報
酬
・
制
度
改
正
で
Ｎ
Ｄ
Ｂ

の
解
析
に
よ
る
過
剰
治
療
や
入

院
期
間
が
適
正
に
移
行
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
倫
理
研
修
目
標
と
方
針
を
徹

底
す
る
。
そ
れ
が
上
位
下
達
と

い
う
旧
来
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
か

ら
の
変
化
へ
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

・
医
療
法
人
内
部
が
浄
化
さ
れ

る
と
同
時
に
﹁
自
分
た
ち
が
ど

う
変
わ
っ
た
か
﹂
を
外
部
へ
の

ア
ピ
ー
ル
す
る
啓
蒙
活
動
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
現
在
︵
6
月
︶、
国

は
﹁
報
酬
・
制
度
改
正
﹂
に
つ

い
て
、
厚
労
省
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
︵
中
医
協
︶
を
中

心
に
２
０
２
２
年
度
に
向
け

て
、
改
定
議
論
が
さ
れ
始
め
た

と
こ
ろ
だ
。
現
実
的
な
議
論
は

４
つ
。

①
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
等
で

の
重
症
度
、
医
療
看
護
必
要
度

施
設
基
準
等
の
見
直
し
。

②
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
等

の
集
中
治
療
の
入
院
料
の
見
直

し
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

及
び
回
復
期
リ
ハ
病
棟
入
院
料

実
績
要
件
等
の
見
直
し
。

④
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
等
の

慢
性
期
入
院
医
療
に
お
け
る
評

価
の
見
直
し
。

　
ち
な
み
に
、
09
年
と
19
年
の

10
年
間
で
保
険
医
療
機
関
等

の
指
導
・
監
査
等
で
取
消
処

分
を
受
け
た
保
険
医
療
機
関

数
と
返
還
金
額
を
比
較
す
る

と
、
な
ん
と
５
・
８
億
円
か
ら

10
億
8
０
０
０
万
円
へ
倍
増
し

て
い
る
の
で
す
。﹁
全
然
改
善

さ
れ
て
い
な
い
﹂
と
い
う
印
象

も
あ
る
が
、
こ
れ
は
制
度
の
改

正
ご
と
に
﹁
社
会
保
障
制
度
の

悪
用
﹂
が
な
い
よ
う
﹁
医
療
経

営
の
見
え
る
化
﹂
が
進
み
、
か

つ
て
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
不

正
の
摘
発
の
精
度
が
上
が
り
、

﹁
医
療
行
為
を
評
価
す
る
シ
ス

テ
ム
﹂
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
み
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
に
、
倫
理
研
修
目
標

と
方
針
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
各
法
人
内
に
た
く
さ
ん
の

委
員
会
が
あ
る
と
は
思
う
が
、

特
に
倫
理
委
員
会
の
重
要
性
に

注
目
し
た
い
。
あ
り
き
た
り
の

旧
来
型
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
廃

止
し
て
、
虐
待
や
不
正
を
聞
い

た
、
見
た
時
の
﹁
内
部
告
発
﹂

に
つ
い
て
は
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
の
働
く
環
境
を

整
え
る
た
め
の
定
期
研
修
の
実

施
が
職
員
へ
の
啓
蒙
に
つ
な
が

り
、
患
者
や
家
族
へ
の
説
明
周

知
も
徹
底
さ
れ
、
そ
の
環
境
の

改
善
が﹁
介
護
職
の
人
手
不
足
﹂

や
倫
理
の
問
題
解
決
へ
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
に
、
法
人
内
部
の
倫

理
環
境
の
浄
化
を
周
辺
地
域
等

外
部
へ
の
啓
蒙
活
動
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
へ
も
繋
ぐ
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
、
日
本
の
医
療
も
敷
居
の

高
い
寄
り
付
き
に
く
い
場
所
か

ら
、﹁
ま
ち
の
保
健
室
﹂
へ
と

変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち﹁
介
護
﹂

と
﹁
医
療
﹂
の
互
い
の
敷
居
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
と
私
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ラ
ン

ド
ル
フ
学
区
教
育
委
員
会
は
10

日
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー

︵
学
校
の
年
間
予
定
表
︶
に
記

載
す
る
す
べ
て
の
祝
日
の
名
前

を
﹁
デ
イ
オ
フ
︵
休
日
︶
﹂
に

変
更
す
る
法
案
を
可
決
し
た
。 

　
同
法
案
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
・

デ
ー
は
先
住
民
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
を
侮
辱
し
て

い
る
と
い
う
意
見
を
め
ぐ
り
、

祝
日
と
し
て
認
め
る
か
否
か
を

問
う
議
論
が
白
熱
し
、
提
出
さ

れ
た
。
同
委
員
会
は
同
決
定
に

関
し
﹁
地
域
の
反
対
派
と
賛
成

派
の
意
見
を
慎
重
に
協
議
し

た
。
生
徒
や
教
職
員
、
ス
タ
ッ

フ
、
地
域
住
民
の
多
様
性
を
尊

重
し
、
同
法
は
包
括
的
か
つ
公

正
で
あ
る
と
考
え
で
満
場
一
致

し
た
﹂と
声
明
で
伝
え
て
い
る
。 

祝
日
を
﹁
デ
イ
オ
フ
﹂
に 

Ｎ
Ｊ
州
の
学
区
が
記
載
法
案

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
10

日
、
７
月
４
日
︵
日
︶
に
行
わ

れ
る
第
44
回
メ
イ
シ
ー
ズ
独
立

記
念
日
花
火
大
会
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
よ
う
な
通
常

形
式
で
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。
当
日
は
午
後
９
時
25
分
か

ら
約
30
分
間
に
わ
た
り
、
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
に
浮
か
べ
た
５
艘

の
船
か
ら
６
万
５
０
０
０
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
る
。
会
場
に

設
置
さ
れ
る
観
覧
席
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
と
未
接
種
の
２

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
る
予

定
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
者
向

け
の
み
が
入
場
で
き
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
も
、
Ｆ
Ｄ

Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
、
23
丁
目
、
34
丁

目
、
42
丁
目
に
設
置
さ
れ
る
。

ま
た
、
当
日
は
、
花
火
だ
け
で

は
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
ラ

イ
ブ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す

る
予
定
で
、
中
で
も
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ト
リ
ー
・

ケ
リ
ー
は
、
特
に
見
ど
こ
ろ
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
会
場
に
行

け
な
い
人
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
な
ど
午

後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
ラ
イ
ブ

放
送
さ
れ
る
。

独
立
記
念
日
の
花
火

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
で
開
催

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
本
紙
連
載
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
魔
法
﹂
シ
リ
ー
ズ
で
お
馴
染

み
の
作
家
、
岡
田
光
世
さ
ん
が

日
本
時
間
19
日
︵
土
︶
午
後
２

時
30
分
か
ら
東
京
の
池
袋
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
、﹁
コ

ロ
ナ
、
大
統
領
選
〜
私
が
見
た

申し込みは池袋コミュニティカレッジまで。
https://cul.7cn.co.jp/programs/program_936662.html?fbclid=IwAR0wldY2

XkBZ8cvQZK5sMyEZtyW6PZZqYJlg_aJU5QAfJjPo9ESfyxRAmSI

コロナ、大統領選、

私が見た激動のアメリカ

岡田光世さん講演

　

乳

が

ん
・
卵
巣

が
ん
・
子

宮
が
ん
患

者
支
援
団

体
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｅ
の
母
体
で
あ
る
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｅ
キ
ャ
ン
サ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

は
、23
日
︵
水
︶
と
24
日
︵
木
︶

の
２
日
間
に
わ
た
り
﹁2021 

G
etting O

ur Fair SH
A

R
E

　

医
療
格
差
を
無
く
す
た
め
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
﹂
を
開
催
す

る
。
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｅ
の
代
表
ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子
さ

ん
が
24
日
︵
木
︶
午
後
１
時
50

分
か
ら
、
患
者
向
け
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
﹁
患
者
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
自
分
を
主
張
し
た
ら
良

い
の
か
﹂︵
英
語
︶
を
行
う
。

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
登
録
・
詳
細
はhttps://

g
ettin

g
o

u
rfairsh

are.
k

e
sto

n
e

g
lo

b
a

l.co
m

/
register/

を
参
照
。

が
ん
患
者
と
し
て
の
主
張

愛
子
さ
ん
24
日
に
講
演

　
ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
15
日
、
18
歳
以
上
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
の
70
％
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
一
回
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
規
制

を
直
ち
に
解
除
す
る
と
発
表
し

た
︵
１
面
に
記
事
︶。

　
ま
た
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
と
医
療
従
事
者
の
働

き
を
讃
え
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
な

ど
の
数
か
所
の
会
場
で
花
火
も

上
げ
ら
れ
た
。

　
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ

Ｃ 

︶
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
州
の
健
康
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
大
規

模
な
屋
内
行
事
、
幼
稚
園
か
ら

高
校
ま
で
の
学
校
、
公
共
交
通

機
関
、
ホ
ー
ム
レ
ス
シ
ェ
ル
タ

ー
、
矯
正
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
、

医
療
機
関
な
ど
に
お
い
て
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

っ
て
州
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
引

き
続
き
適
用
さ
れ
る
。
各
事
業

者
は
従
来
の
規
制
を
継
続
す
る

か
、
解
除
す
る
か
に
つ
い
て
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
感
謝

医療従事者らに感謝を込めた花火（15日夜、写真・植山慎太郎）

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://cul.7cn.co.jp/programs/program_936662.html?fbclid=IwAR0wldY2XkBZ8cvQZK5sMyEZtyW6PZZqYJlg_aJU5QAfJjPo9ESfyxRAmSI
https://gettingourfairshare.kestoneglobal.com/register/
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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日
本
の
文
部
科
学
省
は
、
本

年
度
よ
り﹁
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
﹂

を
小
中
高
校
で
必
須
科
目
と
し

て
導
入
し
た
。
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
で
は
、

学
校
の
授
業
で
習
う
基
礎
だ
け

で
な
く
、
パ
イ
ソ
ン
を
使
用
し

て
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
自
分
で
作

っ
て
み
る
段
階
ま
で
を
教
え
る

中
高
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
を
企
画
。
７
月
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
会
場
を

借
り
て
の
対
面
式
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
２
通
り
で
実
施
す
る
。

　
第
１
期
は
、
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
の
会
場
で
対
面
式
授

業
。
基
礎
の
学
習
と
簡
単
な
ゲ

ー
ム
を
作
る
１
週
間
コ
ー
ス
は

７
月
12
日
︵
月
︶
か
ら
16
日

︵
金
︶。
２
週
目
に
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
る

２
週
間
コ
ー
ス
は
７
月
12
日

︵
月
︶
か
ら
23
日
︵
金
︶
の
平

日
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時

ま
で
。

　
第
２
期
は
、Zoom

に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。
１
週
間
コ

ー
ス
は
７
月
26
日
︵
月
︶
か
ら

30
日
︵
金
︶。
２
週
間
コ
ー
ス

は
７
月
26
日
︵
月
︶
か
ら
８
月

６
日
︵
金
︶
ま
で
の
平
日
。
午

前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

と
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
の
２
回
。
２
つ
の
時
間
帯

を
用
意
す
る
こ
と
で
、
西
海
岸

な
ど
他
地
域
か
ら
の
参
加
も
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
は
日
本
の
学
年
で
中
学

１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
で
、

日
本
語
で
授
業
を
行
う
た
め
、

日
本
語
が
理
解
で
き
る
こ
と
が

条
件
。
参
加
費
は
、第
１
期
が
、

１
週
間
コ
ー
ス
６
０
０
ド
ル
、

２
週
間
コ
ー
ス
１
１
０
０
ド

ル
。
第
２
期
は
、
１
週
間
コ
ー

ス
５
０
０
ド
ル
、
２
週
間
コ
ー

ス
９
０
０
ド
ル
。
親
子
や
兄
弟

で
の
参
加
も
歓
迎
し
て
お
り
、

そ
の
場
合
は
２
人
目
か
ら
割
引

も
あ
る
。

　
講
師
を
務
め
る
ビ
レ
ッ
ジ
ウ

ェ
ル
の
村
井
功
代
表
は
﹁
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
世

界
的
に
不
足
し
て
い
る
。
今

後
、
エ
ク
セ
ル
に
並
ぶ
重
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
な
る

と
思
わ
れ
る
パ
イ
ソ
ン
を
使
っ

て
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
る
こ
と

で
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
、

将
来
、
仕
事
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
、
丁
寧
に
指
導
し
て

い
く
﹂
と
抱
負
を
語
っ
た
。
同

キ
ャ
ン
プ
の
問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

villagew
ellusa.com

 

で
受

け
つ
け
て
い
る
。

　
中
高
生
の
長
い
夏
休
み
の
過

ご
し
方
は
色
々
あ
る
が
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
特
化
し
た
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
新
し
い
選
択

肢
が
加
わ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
キ
ャ
ン
プ
開
催

ビレッジウェル

　
パ
リ
に
あ
る
自
由
の
女
神
の

﹁
妹
︵
リ
ト
ル
シ
ス
タ
ー
︶﹂
像

が
７
月
1
日
︵
木
︶
か
ら
５

日
︵
月
︶
ま
で
、﹁
姉
﹂
が
住

む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ

島
の
近
く
に
あ
る
エ
リ
ス
島
に

や
っ
て
く
る
。
エ
リ
ス
島
は
か

つ
て
米
国
移
民
局
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、

１
８
９
２
年
か
ら
60
年
の
間
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
１
２
０
０
万

の
移
民
が
こ
の
島
か
ら
入
国
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
リ
ト
ル
シ
ス
タ
ー
は
高
さ
約

３
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
４
５
０

キ

ロ

の

小

さ

な

も

の

で
、

１
８
７
８
年
に
制
作
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
石
膏
模
型
を
使
用

し
て
２
０
０
９
年
に
作
ら
れ
、

２
０
１
１
年
か
ら
パ
リ
の
国
立

全
米
シ
ニ
ア
の
た
め
の

日
本
演
芸
シ
リ
ー
ズ

　
太
平
洋
戦
争
中
の
沖
縄
戦
な

ど
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
平
和

を
願
う
集
い
が
22
日
︵
火
︶
午

後
8
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
る
。 

講
演
者
は
、
た

る
︵
関
洋
︶
琉
球
民
謡
協
会
教

師
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ジ
ェ
イ
ム

ス
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
中
垣 

顕

實
Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン 

代
表
。
ま
た
同
時
に
テ

ィ
ア
ラ
グ
ル
ー
プ
と
共
済
し
、

沖
縄
慰
霊
の
日

追
悼
集
会

　
Ｎ
Ｙ
市
警
に
よ
る
と
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
地
下
鉄
で
２
日
、
28

歳
の
男
性
が
３
人
の
見
知
ら
ぬ

男
た
ち
か
ら
何
度
も
刺
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
。

　
男
性
は
２
日
午
後
11
時
50
分

ご
ろ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
サ
イ

プ
レ
ス
ヒ
ル
ズ
の
地
下
鉄
Ｊ
線

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
男
た

ち
と
口
論
と
な
っ
た
。
容
疑
者

の
ひ
と
り
は
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
の

よ
う
な
も
の
で
男
性
の
顔
の
右

側
、
右
耳
と
左
腹
部
を
切
り
つ

け
た
。
容
疑
者
ら
は
逃
亡
中
で

ま
だ
捕
ま
っ
て
い
な
い
。
男
性

は
ブ
ル
ッ
ク
デ
ー
ル
病
院
に
搬

送
さ
れ
た
。
目
撃
情
報
は
Ｎ
Ｙ

市
警
ク
ラ
イ
ム
ス
ト
ッ
パ
ー
電

話
８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７

ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
活
動
を

行
う
非
営
利
団
体
キ
ャ
ッ
チ
・

ア
ス
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア

ー
ツ
︵
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
︶
が
、
昨
年

10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
全
米

シ
ニ
ア
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
演
芸
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
第
５

弾
を
17
日
︵
木
︶
午
後
８
時
か

ら
開
催
す
る
。

　
全
米
の
日
系
人
シ
ニ
ア
に
向

け
て
、
日
本
演
芸
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
楽
し
み
元
気
に
な
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
。
日

本
か
ら
二
胡
、
ギ
タ
ー
、
バ
ン

ジ
ョ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
弦
楽

器
を
操
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
芳
晴
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
か
ら
薩
摩
琵
琶
を
奏
で
物
語

を
通
し
て
過
去
と
現
在
を
結
ぶ

琵
琶
奏
者
の
武
津
宣
子
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
日
本
文
化

を
米
国
人
へ
広
め
る
活
動
を
続

け
て
い
る
フ
ロ
ー
レ
ス
由
起

が
折
り
紙
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

う
。
ゲ
ス
ト
の
質
疑
応
答
を
織

り
交
ぜ
て
懇
親
す
る
。
視
聴
料

は
１
ド
ル
〜
寄
付
︵
推
奨
20
ド

ル
︶。
申
し
込
み
は https://

w
w

w
.ev

en
tbrite.com

/
e/157892170733

か
ら
。

沖
縄
慰
霊
の
日
に
沖
縄
へ
祈
り

を
込
め
た
﹁
沖
縄
へ
の
祈
り
﹂

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
オ
ン
ラ
イ

ン
・
イ
ベ
ン
ト
で
開
催
す
る
。

出
演
は
前
嶋
利
菜
、
落
合
ソ
ニ

ー(

三
線)

、
た
る
︵
関
洋
︶(

三
線)

、A
ihi 

︵
あ
い
ひ
バ
ン

ド
︶、
彩 (

カ
リ
ン
バ)

、
な

つ
み
ゆ
ず (

三
味
線)

、
Ｈ
Ｐ

Ｂ 

平
和
ピ
ー
ス
バ
ン
ド
。
詳

細
は http://w

w
w

.tiara-g.
info/20210622

自
由
の
女
神
の
妹

フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
米
へ

美
術
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
よ
る
と
、

リ
ト
ル
シ
ス
タ
ー
は
今
月
19
日

に
フ
ラ
ン
ス
の
港
湾
都
市
ル
ワ

ー
ブ
ル
か
ら
船
に
乗
り
、
７
月

１
日
に
エ
リ
ス
島
に
到
着
、
独

立
記
念
日
の
５
日
ま
で
﹁
姉
﹂

の
近
く
に
滞
在
す
る
。
そ
の
後

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
フ

ラ
ン
ス
大
使
公
邸
の
庭
に
10
年

間
置
か
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

地
下
鉄
傷
害
事
件

犯
人
３
人
組
逃
走
中

ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社
会や世界への貢献のためさまざまな活動してい
ます。

■2021-2022年度 新役員の発表
会長　滝田佳功

前会長・前地区ガバナー　伊藤りき

幹事　広瀬由美子

会計　原茂和美

幹事/会計アシスタント　焼山元恵

メンバーシップ委員長　相田道治

理事　加納良雄、L.新谷佳子、三木伸夫、
　　　森本マリ、山岸正明

名誉理事　加藤脩治
--------------------------------------------------------------------
＜その他 コミッティ＞
奉仕委員長／コーディネーター　伊藤りき　

平和ポスター委員長／視力検査委員長　原茂和美　

イベントコーディネーター　山岸正明、三木伸夫

ライオンズクラブ国際財団コーディネーター／
クラブ事務管理者　森本マリ

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　　info@nyjalc.org

　
民
間
調
査
機
関
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

の
調
査
に
よ
る
と
﹁
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
る
予
定
は
な
い
﹂
と
回

答
し
た
反
ワ
ク
チ
ン
派
の
多
く

が
、
今
後
も
再
考
す
る
可
能
性

は
な
い
と
答
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
調
査
は
５
月
18
日

〜
23
日
に
実
施
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
完
了
者
は
全
体
の
60
％
で
、

12
％
が
こ
れ
か
ら
接
種
を
受
け

る
、
24
％
は
今
後
も
受
け
る
予

定
は
な
い
と
答
え
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
い
人

の
う
ち
の
78
％
が
、
今
後
も
再

考
す
る
可
能
性
は
低
い
と
回

答
。
こ
の
う
ち
の
51
％
は
考
え

を
変
え
て
予
防
接
種
を
受
け
る

可
能
性
は
﹁
ま
っ
た
く
な
い
﹂

と
答
え
て
い
る
。
理
由
に
、
安

全
性
を
確
認
し
た
い
︵
23
％
︶、

感
染
し
て
も
重
症
化
し
な
い
と

思
う
︵
20
％
︶、
ワ
ク
チ
ン
そ

の
も
の
へ
の
不
信
感
︵
16
％
︶、

感
染
し
た
の
で
免
疫
が
あ
る

︵
10
％
︶、
副
反
応
の
懸
念
︵
10

％
︶な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

反
ワ
ク
チ
ン
派
の
理
由

中
高
生
向
け
に
講
習
コ
ー
ス
企
画

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
https://www.eventbrite.com/e/157892170733
http://www.tiara-g.info/20210622
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.oishinbo-ny.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
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 BOOKS
　
母
親
も
優
秀
な
成
績
で
卒
業

し
た
と
い
う
名
門
女
子
大
学
を

た
っ
た
1
年
で
放
校
と
な
っ
た

主
人
公
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
。
事
業

で
忙
し
い
父
。
名
門
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
生
の
兄
。
そ
し
て
貴

族
の
よ
う
に
気
位
の
高
い
母
。

家
族
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
、
ま

る
で
地
獄
の
門
が
開
く
よ
う
に

彼
女
の
青
春
は
始
ま
る
。
で
も

そ
の
地
獄
の
場
所
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
シ
テ
ィ
！ 

し
か
も
シ
ョ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ッ
カ
、
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
だ
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
は
﹁ 

わ
た

し
の
目
の
な
か
に
立
ち
あ
ら
わ

れ
た
１
９
４
０
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
、
未
来
に
も
ま
た
と
な

い
。
そ
れ
は
ガ
ラ
ス
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
に
封
じ
こ
め
ら
れ
た

蘭
の
花
の
よ
う
に
、
わ
た
し
の

記
憶
の
な
か
で
永
遠
に
咲
き
つ

づ
け
、
完
璧
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
あ
り
続
け
る
﹂
と
思
い
出
を

抱
き
し
め
る
。

　
祖
母
か
ら
の
手
ほ
ど
き
で
裁

縫
に
か
け
て
は
す
で
に
職
人
並

み
の
腕
を
持
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ア
ン
は
、 

身
を
寄
せ
た
叔
母

ペ
グ
の
シ
ョ
ー
劇
場
で
、
自
分

に
ぴ
っ
た
り
な
仕
事
を
み
つ
け

る
。
舞
台
の
衣
装
係
。
バ
ツ
グ

ン
の
容
姿
で
、
成
功
の
ハ
シ
ゴ

を
つ
ま
先
立
ち
で
登
ろ
う
と
す

る
シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
た
ち
の
た
め

に
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
は
古
着
を

解
き
直
し
て
衣
装
を
縫
う
。
き

ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た

彼
女
た
ち
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
て
燦
然
と
輝
き
、
ア

マ
ゾ
ネ
ス
の
よ
う
な
存
在
感
を

放
つ
。
こ
れ
が
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
。
こ
れ
が
私
の
欲
し
か
っ

た
人
生
。
そ
れ
か
ら
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ア
ン
は
昼
は
衣
装
作
り
、
夜
は

シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
た
ち
と
町
に
繰

り
出
し
、
酒
と
タ
バ
コ
と
ダ
ン

ス
に
明
け
暮
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

刹
那
的
な
恋
愛
も
。
そ
う
や
っ

て
田
舎
娘
だ
っ
た
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
都

会
の
喧
騒
の
中
で
青
春
を
費
や

し
、
自
由
を
謳
歌
す
る
。

　
１
９
４
０
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
ど
ん
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
が
第
２
次

世
界
大
戦
参
戦
す
る
直
前
の

年
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
39
年
9

月
に
す
で
に
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
侵
攻
し
て
お
り
、
40
年

6
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ

に
降
伏
す
る
。
ア
メ
リ
カ
を
代

表
す
る
作
家
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
が
な
く
な
っ
た
の
が
40
年

12
月
だ
っ
た
。
彼
が
描
い
た
ロ

ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼

ば
れ
る
人
々
。
20
年
代
の
ア
メ

リ
カ
文
化
黄
金
時
代
を
築
い
た

け
れ
ど
、
２
度
の
大
戦
と
世
界

恐
慌
で
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
蹂

躙
さ
れ
続
け
て
き
た
、
貧
乏
く

じ
世
代
。
冷
笑
の
世
代
。
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ア
ン
の
親
た
ち
が
そ
う

だ
。
大
人
の
世
代
の
空
気
は
若

者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
だ
ろ
う
。
暗
い
影
が
近
づ

く
の
を
感
じ
な
が
ら
、
人
々
は

ま
だ
ひ
と
時
の
享
楽
を
楽
し
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
に
戻
る
と
、
叔
母
の
機
運

を
か
け
た
新
作
の
シ
ョ
ー
が
大

当
た
り
し
、 

仕
事
も
遊
び
も
こ

れ
以
上
な
い
ほ
ど
に
充
実
し
、

早
く
も
人
生
の
成
功
の
絶
頂
期

を
迎
え
よ
う
と
す
る
そ
の
時
、

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
は
自
ら
足
を
滑

ら
せ
る
。
ま
さ
し
く
人
生
の
ど

ん
底
、
奈
落
の
底
へ
陥
る
。
絶

望
。
そ
し
て
追
い
討
ち
を
か
け

る
よ
う
に
降
り
か
か
る
戦
争
の

惨
禍
。
本
作
は
こ
こ
か
ら
ま
た

一
段
と
面
白
く
な
る
。

　
人
生
は
シ
ョ
ー
で
は
な
い
。

苦
い
教
訓
を
残
し
、
許
さ
な
い

大
い
な
る
女
性
。喜
び
を
与
え
、

残
さ
な
い
男
た
ち
。
最
後
ま
で

寄
り
添
う
女
た
ち
。
戦
争
と
い

う
名
の
暴
力
に
、
尊
厳
を
奪
わ

れ
続
け
る
人
々
。
そ
れ
ら
を
経

験
し
、
飲
み
込
ん
で
き
た
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ア
ン
が
、
最
終
的
に
見
つ

け
た
真
実
。
本
当
に
欲
し
か
っ

た
も
の
。
そ
れ
は
、
ぜ
ひ
自
分

で
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
完
璧
で

永
遠
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
私
た

ち
は
一
体
何
分
の
１
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 完璧で永遠の NY の記憶
エリザベス・ギルバート・著

 早川書房・刊

■ザリガニの鳴くところ（ディーリア・オーエンズ、早川
書房）NY タイムズ・フィクション部門のベストセラーリ
ストに 18 年 8 月の発売以来現在もベスト 10 にランクイ
ンする人気小説。6 歳で家族に見捨てられてノースカロラ
イナ州の湿地帯で一人生きる少女の成長と不審死事件が絡
む感動と驚愕の物語。■にぎやかな落日（朝倉かすみ、光
文社）北海道の海辺の町に住む 83 歳のおもちさん。夫は
特養に入り、一人暮らしをすることに。娘は東京に住み生
存確認の電話が日に 2 回来る。近所のお嫁さんにも助けら
れながら一人暮らしを続けるが、持病が悪化して出来ない
ことが増えてくる。老いに抗えない老女の心象を描く晩年
物語。■どうしても頑張れない人たち（宮口幸治、新潮新
書）頑張る人は頑張れと言われなくても積極的に自ら勉強
も運動もする。一方で叱咤激励されても何もせずに怠けて
いる人たちがいる。実は頑張ることができない人たちなの
だ。彼らには適切な支援が必要であると著者である児童精
神科医が知識とメソッドを説明する。■キネマの神様（原
田 マハ、文春文庫）大手企業を退職した歩の父ゴウは映
画とギャンブルが好きで借金まみれ。娘はひょんなことか
ら映画雑誌のコラムを書くことになり、父も映画評論ブロ
グを始めると英訳されて瞬く間に世界中で話題になる。映
画と家族と人への愛の物語。■不機嫌のトリセツ（黒川伊
保子、河出新書 ）大ベストセラー『妻のトリセツ』、『夫のトリセツ』など「ト
リセツ」シリーズの最新刊。著者は脳科学者で人工知能研究者。コロナ禍の今、
不機嫌になることばかりで不機嫌ハラスメント“フキハラ”という言葉すら
生まれた。本書は毎日を気持ちよく過ごせように不機嫌時代を乗り切るため
の究極の取扱説明書である。■ネットフリックス vsディズニー（大原通郎、
日本経済新聞出版）ネットフリックスが圧倒的な立場だったストリーミング
配信は、ウォルト・ディズニーの参入により、ストリーミングウォーの時代
が到来した。コロナ禍により在宅の時間が増えニーズが増大し、さらに巨大
ビジネスになっている。NHK と TBS で主にデジタルメディアの取材をして
きた著者がストリーンミングビジネスの最新トレンドを紹介。（菊田幸乃）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
米
国
で
７
０
０
万
部
突
破
の
大
人
気
小
説
の
翻
訳
本
。
老
い
に
抗
え
な
い
老
女
の
物
語
。

怠
け
て
い
る
の
で
は
な
く
支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
。
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
映
画
に
ま
つ

わ
る
お
話
。
不
機
嫌
に
な
ら
な
い
方
法
。
新
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
時
代
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
ぼ
く
の
父
ち
ゃ
ん
は
看
板

屋
。
商
店
街
の
い
ろ
ん
な
お
店

の
看
板
を
描
く
の
が
仕
事
だ
。

い
つ
も
ペ
ン
キ
で
汚
れ
て
い
る

け
ど
、
父
ち
ゃ
ん
の
描
く
看
板

は
ど
れ
も
み
ん
な
か
っ
こ
い

い
。
桃
の
マ
ー
ク
の
弁
当
屋
、

開
店
し
た
て
な
の
に
い
つ
も
行

列
が
で
き
て
い
る
ラ
ー
メ
ン

屋
、
真
ん
中
に
で
っ
か
い
鯛
が

書
い
て
あ
る
の
は
魚
屋
。
ぼ
く

は
サ
ン
マ
が
大
好
き
だ
か
ら
、

な
ん
で
鯛
に
し
た
の
？
っ
て
聞

い
た
ら
﹁
そ
り
ゃ
め
で
た
い
か

ら
な
﹂
だ
っ
て
。

　
い
つ
も
ペ
ン
キ
だ
ら
け
で
、

口
数
は
少
な
く
、
飲
み
屋
で
酔

い
潰
れ
て
お
母
さ
ん
と
ぼ
く
で

迎
え
に
行
く
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
た
く
さ
ん
の
看
板
を
描
く

姿
を
誇
ら
し
く
思
う
。
お
父
さ

ん
の
背
中
を
見
て
自
分
も
看
板

屋
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
息

子
の
、
昭
和
の
下
町
情
緒
あ
ふ

れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
。

　
木
彫
・
木
版
画
作
家
、
野
村

た
か
あ
き
氏
の
味
の
あ
る
版

画
が
本
の
内
容
に
ぴ
っ
た
り
。

今
年
の
父
の
日
は
６
月
20
日

︵
日
︶
。
そ
ん
な
日
に
親
子
で
読

み
た
い
、
看
板
屋
の
お
父
さ
ん

と
息
子
の
話
し
。
　
　︵
高
田
︶

父
の
日
に
読
み
た
い
父
と
息
子
の
絵
本

 『とうちゃんはかんばんや』
作：平田昌広　絵：野村たかあき

教育画劇　2005 年

https://usa.kinokuniya.com/
tel:9175773969
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://japaneseschool.org
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
２

年
生
10
人
が
８
日
、
生
活
科

の
﹁
ま
ち
た
ん
け
ん
﹂
で
学

校
近
く
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ

ニ
ュ
ー
を
訪
れ
た
。﹁Sm

art 

K
ids T

oys

︵

玩

具

屋

︶﹂

﹁D
iane’

s B
ooks

︵
本
屋
︶﹂

﹁La Fenice
︵
ジ
ェ
ラ
ー
ト

ア
イ
ス
屋
︶﹂
の
３
軒
を
訪
れ
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
や
英
語
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

﹁
一
番
人
気
の
商
品
は
ど
れ
で

す
か
？
﹂﹁
店
員
さ
ん
の
お
勧

め
は
ど
れ
で
す
か
？
﹂
と
い
っ

た
質
問
の
ほ
か
、﹁
ど
う
し
て

こ
の
お
店
で
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？
﹂

な
ど
働
く
人
の
思
い
な
ど
に
も

興
味
を
も
ち
、
積
極
的
に
質
問

を
し
て
い
た
。

　
ま
た
﹁
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ

ュ
ー
に
あ
る
、
素
敵
な
も
の
や

人
を
見
付
け
よ
う
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
で
町
の
様
子
を
調
べ

た
。﹁
訪
れ
た
人
が
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
ベ
ン
チ

が
あ
る
﹂﹁
ア
メ
リ
カ
の
国
旗

と
同
じ
色
の
、
赤
・
青
・
白
の

花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
﹂
な

ど
、
人
々
へ
の
配
慮
や
景
観
の

こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

に
﹁
歴
史
登
録
財
︵N

ational 
R

eg
ister o

f H
isto

ric 
Places

︶
マ
ー
ク
﹂
の
意
味
に

つ
い
て
事
前
に
学
習
し
、
い
く

つ
あ
る
か
に
つ
い
て
も
調
べ
、

何
気
な
く
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ

ュ
ー
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
気

付
か
な
い
町
の
工
夫
や
歴
史
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
発
見
し
た

り
す
る
有
意
義
な
校
外
学
習
と

な
っ
た
。
担
任
の
海
野
侑
香
教

諭
は
、
地
域
で
働
い
た
り
生
活

し
た
り
し
て
い
る
人
々
や
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
関
心
を
も
ち
、

こ
れ
か
ら
も
愛
着
や
親
し
み
を

深
め
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。
今

後
は
、
調
べ
た
こ
と
を
グ
リ
ニ

ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
マ
ッ
プ
に

ま
と
め
、
町
の
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
７
０
人
　
藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
６

月
５
日
よ
り
ウ
ェ
バ
ー
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
で
幼
児
部
か
ら
高
等

部
ま
で
の
全
校
に
わ
た
っ
て
終

日
対
面
授
業
を
再
開
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
１
年
以
上
に
及
ん
だ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
含
め
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
ひ
と
ま
ず
終
止

符
を
打
っ
た
形
と
な
る
。

　
終
日
対
面
登
校
第
１
日
目
と

な
っ
た
こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

子
供
達
に
﹁
何
が
一
番
楽
し
か

っ
た
か
﹂
と
尋
ね
る
と
、﹁
お

弁
当
と
体
育
﹂
と
元
気
な
答
え

が
返
っ
て
き
た
。
お
弁
当
は
借

用
校
の
方
針
に
従
い
、
天
候
が

わ
せ
て
教
科
書
の
音
読
を
楽
し

ん
だ
。
社
会
科
で
は
、
地
図
記

号
な
ど
の
学
習
の
た
め
、
来
週

さ
っ
そ
く
町
探
検
を
計
画
し
て

い
る
。
担
当
教
諭
は
﹁
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
見
て
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
部
分
を
丁
寧
に
見
て
い
ま

す
﹂
と
話
す
。
実
体
験
を
通
し

て
の
教
育
を
大
切
に
す
る
同
校

ら
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
一
年
を
通
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
成
果
が
見
ら
れ

る
場
面
も
多
く
あ
っ
た
。
高
等

部
の
課
題
研
究
授
業
で
は
、
こ

れ
か
ら
１
学
期
の
最
終
日
ま
で

四
週
間
に
渡
っ
て
擬
似
裁
判
に

取
り
組
む
。
被
告
人
、弁
護
人
、

証
人
、
検
察
官
な
ど
に
分
か
れ

て
行
う
こ
の
活
動
で
は
、
一
年

で
身
に
つ
け
た
話
す
姿
勢
、
聞

く
姿
勢
、
資
料
の
読
み
取
り
方

な
ど
が
大
い
に
活
か
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
活
発
に
参
加
す
る
様

子
が
見
ら
れ
た
。

　
同
校
で
は
保
健
局
や
借
用
校

と
随
時
話
し
合
い
、
安
全
に
留

意
し
た
上
で
、
２
学
期
か
ら
も

終
日
対
面
登
校
を
予
定
し
て
い

る
。

ま
ち
を
探
検

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

育英サタデー

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

対
面
式
授
業
を
再
開

許
す
限
り
屋
外
で
頂
く
。
日
本

か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
敷
物
を

持
参
す
る
子
供
も
い
て
、
涼
し

い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
談
笑
を

楽
し
む
特
別
な
時
間
を
過
ご
し

た
。

　
小
学
部
１
年
生
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
練
習
し
た
鉛
筆
の
持
ち

方
を
復
習
し
た
。
２
年
生
は
、

﹁
い
つ
羽
化
す
る
だ
ろ
う
﹂
と

話
し
な
が
ら
蝶
の
蛹
を
観
察
し

た
。
３
年
生
は
上
手
に
声
を
合

https://www.samuraimama.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
http://www.kodomony.org
tel:2014616502
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超
高
齢
社
会
の
日
本
。
﹁
人

生
１
０
０
年
時
代
﹂
と
い
う

言
葉
が
や
た
ら
使
わ
れ
だ
し

た
。
先
日
も
経
済
産
業
省
の
官

僚
で
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
に
携

わ
っ
た
人
の
講
演
に
行
っ
た
。

﹁
60
歳
か
ら
で
も
ど
ん
ど
ん
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
﹂
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
キ
ー
ワ

ー
ド
は
﹁
お
い
し
い
、
楽
し
い
﹂

と
﹁
適
度
な
運
動
﹂
だ
っ
た
。

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
毎

日
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
て
、
体
を

動
か
し
て
い
る
と
免
疫
力
が
ア

ッ
プ
す
る
ら
し
い
。
ま
さ
に
、

ず
っ
と
、
わ
た
し
た
ち
が
言
い

続
け
て
き
た
こ
と
。

　
も
っ
と
も
、
こ
ん
な
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
て
い
る
年
配
の
人

は
み
ん
な
元
気
。
﹁
で
き
れ
ば
、

60
歳
か
ら
で
も
働
い
て
税
金
を

払
う
く
ら
い
の
人
で
あ
っ
て
欲

し
い
﹂
。
そ
ん
な
話
に
、
参
加

し
て
い
る
人
は
年
齢
に
関
係
な

く
笑
っ
て
う
な
づ
い
て
い
た
。

　
わ
た
し
の
母
は
82
歳
。
で
も

弟
が
経
営
す
る
医
院
の
経
理
を

手
伝
っ
て
い
る
。
税
理
士
さ
ん

と
も
電
子
メ
ー
ル
で
や
り
と
り

す
る
し
、
お
金
に
携
わ
っ
て

い
る
か
ら
か
ま
だ
ま
だ
元
気
。

︵
笑
︶
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ス

マ
ホ
で
ゲ
ー
ム
も
す
る
し
、
ネ

ッ
ト
で
買
い
物
も
す
る
。
ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
も
楽
し
ん
で
い

る
。
わ
た
し
以
上
に
パ
ソ
コ
ン

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
50

歳
以
上
が
初
め
て
ネ
ッ
ト
を
観

る
時
間
が
、
テ
レ
ビ
を
観
る
時

間
を
超
え
た
。
80
歳
代
も
ネ
ッ

ト
を
観
る
人
が
50
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
た
。
﹁
テ
レ
ビ
見
て
も
、

コ
ロ
ナ
の
話
ば
か
り
で
つ
ま
ら

な
い
﹂
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な

っ
た
人
も
多
い
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で

ド
ラ
マ
を
観
た
ら
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
勝
手
に
﹁
老
人

は
こ
う
だ
﹂
と
決
め
つ
け
て
は

ダ
メ
。
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
も

確
実
に
歳
を
取
る
。
い
つ
ま
で

も
好
奇
心
を
持
っ
て
ワ
ク
ワ
ク

し
て
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
、
体
を
動
か
し
て
免
疫
力
を

つ
け
て
素
敵
に
生
き
た
い
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶
﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶
﹂
な

ど
多
数
。

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
土
筆
教
室
小
1

石
川　

真
維

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
３

　

天
目　

美
亜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
神
谷
書
道
教
室
中
３

松
谷　

安
奈

N
Y
土
筆
教
室
高
３

宮
崎　

嘉
縫

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

嶋
田　

咲
紀
子　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
神
谷
書
道
教
室

松
代　

麗
奈

人
生
１
０
０
年
時
代

で
は
７
月
15
日
︵
木
︶
ま
で

特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
。
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
で
記
事
を

見
た
と
予
約
時
に
伝
え
る
と
40

％
オ
フ
に
な
り
、
1
時
間
の
指

圧
が
特
別
料
金
90
ド
ル
︵
チ

ッ
プ
込
み
︶
。
詳
細
は w

w
w

.
fiv

e
lig

h
ts

c
e

n
te

r
.

com
 

。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルkum
iko@

fivelightscenter.com

　
指
圧
の

フ

ァ

イ

ブ
・

ラ

イ

ツ
・

セ

ン

タ

ー
︵
西
93

丁

目

２

２

０

番

地
、

電

話

９
１
７
・
７
２
１
・
０
８
２
３
︶

指
圧
４
割
引
に
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友
達
を
は
げ
ま
す
こ
と
は
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
自
分
が

落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
だ
れ
も

は
げ
ま
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
か
ら
で

す
。

　
ぼ
く
は
今
野
球
チ
ー
ム
に
入

っ
て
い
ま
す
。
打
席
に
立
つ
と

み
ん
な
﹁Let's G

o Zen!

﹂
と

応
え
ん
し
て
く
れ
る
の
で
、﹁
絶

対
に
打
と
う
！
﹂
と
い
う
気
持

ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。
ぼ
く
が

む
ず
か
し
い
打
球
を
と
っ
て
ベ

ン
チ
に
戻
っ
た
時
は
、
コ
ー
チ

や

友

達

が
﹁G

ood catch!

﹂

と
言
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

く
れ
た
の
で
、
次
も
良
い
プ
レ

ー
を
し
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
先
週
の
金
曜
日
の
試
合
で
、

ぼ
く
の
左
足
に
球
が
当
た
っ
て

し
ば
ら
く
動
け
な
く
て
足
を
押

さ
え
て
い
ま
し
た
。
痛
い
の
を

が
ま
ん
し
て
歩
き
出
し
た
ら
、

み
ん
な
が
は
く
手
を
し
て
く
れ

た
の
で
、
痛
い
の
を
わ
す
れ
る

よ
う
な
う
れ
し
さ
で
プ
レ
ー
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
逆
に
友
達
が
三
振
し
た
時

は
、
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
に

﹁It's okay
. Y

ou can hit 
next!

﹂
と
言
っ
て
は
げ
ま
し

て
あ
げ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
友

達
は
、
悲
し
い
気
持
ち
や
く
や

し
い
気
持
ち
が
無
く
な
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
み
ん
な
で
応
え

ん
し
た
り
、
は
げ
ま
し
た
り
す

る
と
仲
良
く
な
っ
て
、
守
備
も

良
く
な
っ
て
き
て
ダ
ブ
ル
プ
レ

ー
が
で
き
た
り
、
一
試
合
一
試

合
チ
ー
ム
が
強
く
な
っ
て
い
る
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力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
尊

さ
。
私
は
中
学
生
最
後
の
運
動

会
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
係
の
仕
事
で
す
。
私

は
得
点
係
の
係
長
を
し
ま
し

た
。
運
動
会
に
お
い
て
得
点
は

絶
対
に
間
違
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
慎
重
に
ミ
ス

の
な
い
よ
う
に
と
常
に
心
が
け

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
本
番

で
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
て
し
ま
い

自
分
た
ち
で
計
算
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
係
の
人
た
ち
と
先

生
と
で
計
算
し
て
何
と
か
正
し

い
数
字
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
思
い
が
け
な
い
困
難
も
、

力
を
合
わ
せ
れ
ば
ク
リ
ア
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
と
て

も
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
終
盤
で
疲
れ
が
た
ま
っ

て
い
る
と
き
に
、
用
具
、
決
審
、

放
送
、
応
援
団
な
ど
、
仲
間
が

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
が

目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

姿
を
見
て
、
私
も
頑
張
ら
な
い

と
と
思
い
、
も
う
ひ
と
頑
張
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

一
人
で
何
か
を
や
る
よ
り
も
、

も
っ
と
大
き
な
力
を
生
み
出
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
今
回

の
運
動
会
を
通
し
て
強
く
実
感

し
ま
し
た
。

　
次
に
表
現
活
動
で
す
。
私
た

ち
の
学
校
の
運
動
会
で
は
、
学

年
を
こ
え
て
集
団
で
演
技
を
す

る
﹁
表
現
﹂
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
中
等
部
で
は
、

﹁
集
団
行
動
﹂
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
初
め
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
分
か
ら
ず
、
と
て
も
困
惑

し
ま
し
た
。
で
も
分
か
ら
な
い

な
り
に
皆
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

合
っ
た
り
、
工
夫
し
た
り
し
て
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
と
ま
り

が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
現
の
終
盤
で
は
、

パ
ネ
ル
で
人
文
字
を
作
り
ま
し

た
。
最
初
は
全
員
の
息
が
揃
わ

ず
全
く
文
字
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
八
年
生
が
み

ん
な
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
、
色
々
な
案
を
出
し
た
り
、

カ
ウ
ン
ト
の
声
も
一
番
大
き
い

声
を
出
し
た
り
と
中
等
部
の
中

心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
姿
を
見
て
、
感
心
し
た
の
と

同
時
に
自
分
が
苦
手
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
間
違
え

て
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
本
番
で
は
上
手
く
い
く
か

ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、
き
れ

い
な
文
字
や
絵
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
の
尊
さ
、
そ
し
て
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
る
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
て
く
る
﹁
最
高
﹂
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
運
動
会

は
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、﹁
中
学
生
最
後
の

運
動
会
﹂
と
い
う
響
き
に
寂
し

く
も
感
じ
ま
す
が
、
悔
い
な
く

終
わ
る
こ
と
が
で
き
、
私
の
心

に
強
く
刻
ま
れ
た
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
10
か
月
︶
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ぼ
く
は
、
二
ね
ん
に
一
ど
、

日
本
に
あ
そ
び
に
い
く
の
が
た

の
し
み
で
す
。
か
ぞ
く
や
と
も

だ
ち
に
あ
え
る
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
こ
と
し
の
な
つ
、
コ
ロ
ナ

で
日
本
へ
い
け
な
い
と
わ
か
っ

た
と
き
は
す
ご
く
か
な
し
か
っ

た
で
す
。

　
け
ど
、
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ

で
よ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
お
う
ち
じ
か
ん
が
な
が
い

の
に
、
に
わ
が
な
く
て
そ
と
で

な
か
な
か
あ
そ
べ
な
か
っ
た
の

が
、
せ
ん
げ
つ
、
に
わ
の
あ
る

い
え
に
ひ
っ
こ
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
に
わ
で
は
水
で
っ

ぽ
う
や
プ
ー
ル
で
た
く
さ
ん
あ

そ
べ
ま
す
。
日
本
へ
あ
そ
び
に

い
け
る
日
ま
で
、
あ
た
ら
し
い

い
え
で
た
く
さ
ん
あ
そ
び
た
い

で
す
。
　

　
　
　
　︵
滞
米
４
年
６
か
月
︶

　
あ
る
小
人
の
村
に
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
と
メ
リ
ー
と
い
う
元
気
で

や
さ
し
い
女
の
子
の
小
人
が
い

ま
し
た
。
二
人
は
ま
ほ
う
の
木

の
み
を
つ
か
っ
て
、
び
ょ
う
気

で
こ
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
を
た

す
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
ま
ほ
う
の
木
の
み
は
、

わ
る
い
ま
女
の
は
た
け
に
し
か

な
い
の
で
、
こ
っ
そ
り
し
の
び

こ
ん
で
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
も
し
、
ま
女
に
見
つ
か

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
つ
か
ま
っ

て
、
ど
れ
い
に
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
、
も
う
に
ど
と
家
に
は
帰

れ
ま
せ
ん
。
ま
女
に
つ
か
ま
っ

た
人
が
家
に
帰
ろ
う
と
し
て

も
、
せ
い
こ
う
し
た
人
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
は
、

﹁
ど
う
し
よ
う
。
ど
う
し
よ
う
。﹂

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
木
の

み
が
な
い
と
、
び
ょ
う
気
の
人

た
ち
を
た
す
け
ら
れ
な
い
の

で
、
ぼ
う
け
ん
に
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
ま
女
の
森
に
と
う
ち
ゃ
く
し

ま
し
た
。
そ
の
と
た
ん
に
、
空

が
ま
っ
く
ら
に
な
っ
て
、
地
め

ん
が
ゆ
れ
て
、
木
の
え
だ
が
グ

ン
グ
ン
の
び
た
時
、
森
の
中
で

何
か
が
う
ご
い
て
る
の
が
見
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
森
の
せ
い

で
し
た
。

　
森
の
せ
い
は
二
人
を
見
て
森

を
こ
わ
す
わ
る
い
小
人
だ
と
思

っ
た
の
か
、
二
人
を
つ
か
ま
え

て
、
木
の
ろ
う
や
に
入
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
二
人
は
ど
う
や

っ
て
に
げ
よ
う
か
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
が

言
い
ま
し
た
。﹁
そ
う
い
え
ば
、

ぼ
う
け
ん
を
し
て
い
る
時
に
、

家
が
な
か
っ
た
ら
こ
ま
る
か

ら
、
お
の
を
も
っ
て
き
た
ん
だ
。

こ
れ
で
ろ
う
や
を
こ
わ
し
て
に

げ
れ
ば
い
い
よ
﹂。
二
人
は
森

の
せ
い
が
い
な
い
間
に
、
お
の

で
ろ
う
や
を
こ
わ
す
と
に
げ
出

し
ま
し
た
。

　
森
を
ぬ
け
る
と
、
ま
女
の
家

に
つ
き
ま
し
た
。
は
た
け
か
ら

木
の
み
を
と
っ
て
、
い
そ
い
で

に
げ
よ
う
と
し
た
時
に
、
メ
リ

ー
は
思
い
出
し
ま
し
た
。﹁
ま

女
に
つ
か
ま
っ
た
人
た
ち
を

自
ゆ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
よ
﹂。

二
人
は
ま
女
が
ね
て
い
る
間

に
、
つ
か
ま
っ
た
人
た
ち
の
ろ

う
や
を
こ
わ
し
て
、
み
ん
な
を

に
が
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
小
人
の
村
に
帰
っ
た
二
人

は
、
び
ょ
う
気
で
こ
ま
っ
て
い

る
人
た
ち
に
、
ま
ほ
う
の
木
の

み
で
作
っ
た
お
い
し
い
ス
ー
プ

を
の
ま
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、

び
ょ
う
気
が
ど
ん
ど
ん
よ
く
な

っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
二
人
と
森
の
人
た
ち
は
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
、
と
て
も
へ

い
わ
な
村
で
す
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
１
年
11
か
月
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
小
人
の
大
ぼ
う
け
ん
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
　
恵
未
里

 ﹁
力
を
合
わ
せ
て
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
怜

　
春
に
な
っ
た
ら
、
ぼ
く
の

に
わ
に
は
、
む
ら
さ
き
色
の

花
が
い
っ
ぱ
い
さ
き
ま
す
。

そ
の
花
の
名
ま
え
は
し
ば
ざ

く
ら
で
す
。

　
ぼ
く
の
い
え
の
ま
え
の
い

え
の
に
わ
に
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

の
木
が
二
本
あ
っ
て
、
白
い

花
と
ピ
ン
ク
の
花
が
さ
き
ま

す
。

　
そ
れ
を
見
た
ら
、
ぼ
く
は

﹁
春
に
な
っ
た
な
ぁ
。﹂
と
思

い
ま
す
。

　
　 

　︵
滞
米
８
年
１
か
月
︶

 ﹁
春
の
花
﹂

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
バ
ル
サ
ミ
コ
　
ア
ー
ル
ジ
ェ
イ

 「はげましの力」
　　　　中部テネシー日本語補習校小３

　　　　　　　　　　　　　　遠藤　前　

 「あたらしいいえ」
　　　シンシナティ補習授業校小１

　　　　　　　　　いとう　えいた　

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
友
達
が
は
げ
ま

し
て
く
れ
る
と
ど
ん
な
時
で

も
元
気
と
力
が
わ
い
て
く
る

の
で
、
も
し
落
ち
込
ん
で
い

る
友
達
が
い
た
ら
は
げ
ま
し

て
あ
げ
た
い
で
す
。
　

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
３
年
︶
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
２
０
２
１

年
も
早
く
も
折
り
返
し
間
近
に

な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
高
く
、

多
く
の
州
や
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
活
性
化
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
そ
し
て
多
分
に
漏
れ

ず
、
ル
ー
ト
66
各
地
で
も
博
物

館
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
ダ
イ
ナ
ー
な
ど
が
営

業
を
再
開
、
た
く
さ
ん
の
私
の

友
人
達
も
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
旅
行
解
禁
モ
ー
ド
に
水
を

差
し
て
大
変
恐
縮
で
す
が
、
編

集
部
に
わ
が
ま
ま
を
言
い
、
本

コ
ラ
ム
は
来
月
よ
り
4
か
月
間

お
休
み
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
の
本
業
が
こ
の

秋
に
新
企
画
を
発
足
し
、
そ
の

準
備
で
充
分
な
時
間
が
割
け
な

く
な
る
こ
と
が
理
由
で
す
。
毎

月
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い

る
方
に
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
さ
て
、
本
題
に
参
り
ま
し
ょ

う
！ 

今
月
の
お
ス
ス
メ
ル
ー

ト
は
、
私
の
第
２
の
故
郷
サ
ン

タ
フ
ェ
を
中
心
に
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
・
ル
ー
ト
66
の
一
部
を

３
泊
の
旅
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
、
も
う
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

通
り
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ル
ー

ト
66
は
見
所
満
載
な
の
で
、
残

念
な
が
ら
紹
介
す
る
時
間
的
制

限
の
中
で
は
１
回
で
全
て
を
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
相
当
絞
り
ま
す

の
で
ご
容
赦
を
！

　
発
着
空
港
は
同
州
ア
ル
バ
カ

ー
キ
国
際
空
港
で
す
。
ち
な
み

に
ア
ル
バ
カ
ー
キ
の
空
港
は
エ

ア
ポ
ー
ト
と
言
わ
ず
、
サ
ン
ポ

ー
ト
と
呼
ぶ
の
で
ご
注
意
。
中

型
サ
イ
ズ
の
極
め
て
使
い
勝
手

の
良
い
空
港
で
、
ゲ
ー
ト
内
に

ル
ー
ト
66
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

バ
ー
が
あ
り
、
個
人
的
に
は
全

米
で
最
も
好
き
な
空
港
で
す
。

ア
ル
バ
カ
ー
キ
の
街
は
最
後
に

見
る
と
し
て
先
ず
は
Ｉ-

25
を

北
へ
、
サ
ン
タ
フ
ェ
を
目
指
し

ま
す
。熟
練
運
転
者
で
あ
れ
ば
、

Ｉ-

25
で
な
く
、
サ
ン
フ
ェ
リ

ペ
、
ケ
ワ
、
ド
ミ
ン
ゴ
な
ど
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
集

落
を
抜
け
て
行
く
下
道
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
は
無
理
を
せ
ず

フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
で
１
時
間
走
り

ま
し
ょ
う
。
途
中
57
番
出
口
で

は
﹁
ラ
・
バ
ハ
ダ
﹂
と
呼
ば
れ

る
州
き
っ
て
の
過
酷
な
丘
陵
地

域
が
望
め
る
休
憩
所
も
あ
り
ま

す
。

　
サ
ン
タ
フ
ェ
は
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
州
の
州
都
。
独
特
な
街
並

み
や
多
様
な
文
化
の
融
合
が
特

徴
的
で
、
街
中
に
は
日
干
し
レ

ン
ガ
で
作
ら
れ
た
ア
ド
ビ
と
呼

ば
れ
る
赤
茶
色
の
建
物
が
軒
を

連
ね
て
お
り
、
歴
史
的
な
建
造

物
と
共
に
魅
力
的
な
景
観
を
生

み
出
し
﹁
魅
惑
の
州
﹂
と
呼
ば

れ
る
由
縁
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

１
９
２
６
年
開
通
の
ル
ー
ト
66

は
１
９
３
７
年
ま
で
こ
の
サ
ン

タ
フ
ェ
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

詳
細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
最
古
の
教
会
﹁
サ
ン
ミ
ゲ

ル
教
会
﹂、
す
ぐ
裏
手
に
あ
る

﹁
ア
メ
リ
カ
最
古
の
家
﹂、
有
名

な
﹁
奇
跡
の
階
段
﹂
の
あ
る

﹁
ロ
レ
ッ
ト
チ
ャ
ペ
ル
﹂、﹁
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
大
聖
堂
﹂
を
始

め
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
集
ま
る
芸
術
の
街
の
代
名

詞
、
数
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

立
ち
並
ぶ
﹁
キ
ャ
ニ
オ
ン
ロ
ー

ド
﹂
や
、
街
の
中
心
に
あ
る
プ

ラ
ザ
で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ

カ
ン
の
人
達
が
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
工
芸
品
な
ど
を
売
っ
て
い
る

の
で
、
お
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
食
事

は
﹁T

om
asita’

s

﹂、
ま
た

は
﹁T

ia Sofia

﹂。
宿
泊
は
思

い
切
っ
て
﹁La Fonda

﹂
な

ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
２
日
目
は
サ
ン
タ
フ
ェ
か

ら
そ
の
ま
ま
Ｉ-

25
を
更
に
北

へ
。
目
指
す
は
﹁
ラ
ス
ベ
ガ

ス
﹂︵
ネ
バ
ダ
の
カ
ジ
ノ
で
有

名
な
街
と
は
別
︶
で
す
。
途
中

グ
ロ
リ
エ
タ
の
街
で
一
旦
下
り

て
、
下
道
を
ペ
コ
ス
方
面
へ
。

午
前
中
は
ペ
コ
ス
国
立
歴
史
公

園
で
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
公
園

は
、
先
史
時
代
の
考
古
学
的
遺

跡
か
ら
19
世
紀
の
南
北
戦
争
の

戦
場
ま
で
、
歴
史
的
な
要
素
が

詰
ま
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
文
化
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ア
メ
リ
カ
ン
文
化
の
真
髄
で

す
。
サ
ン
タ
フ
ェ
か
ら
ラ
ス
ベ

ガ
ス
は
僅
か
70
マ
イ
ル
、
車
で

約
１
時
間
の
距
離
で
す
が
、
今

夜
は
こ
こ
に
泊
ま
り
ま
す
。
午

後
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
街
を
散

策
、
街
の
顔
で
あ
る
﹁Plaza 

H
otel

﹂
、
﹁C

astaneda H
o-

tel

﹂
そ
し
て
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
駅

で
ル
ー
ト
66
の
歴
史
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。
宿
泊
は
ど
ち
ら
も

超
お
ス
ス
メ
で
す
。

　
３
日
目
は
ち
ょ
っ
と
冒
険
し

ま
し
ょ
う
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
よ
り

Ｉ-

25
で
少
し
戻
り
、
州
道
84

号
を
南
下
、
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
に

立
ち
寄
り
ま
す
。
こ
こ
の
ポ
イ

ン
ト
は
﹁
ル
ー
ト
66
自
動
車
博

物
館
﹂、
常
時
50
台
近
く
あ
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
カ
ー
を
堪
能

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は

Ｉ-

40
を
西
へ
、
２
８
５
号
線

と
交
差
し
て
す
ぐ
の
ク
ラ
イ
ン

ズ
・
コ
ー
ナ
ー
で
休
憩
、
州
内

で
も
最
大
級
規
模
の
お
土
産
屋

さ
ん
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ

う
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
終
わ
っ

た
ら
ア
ル
バ
カ
ー
キ
ま
で
残
り

60
マ
イ
ル
少
々
、
Ｉ-

40
を
ま

た
１
時
間
ほ
ど
走
り
ま
す
。
た

だ
し
！ 

注
意
し
て
頂
き
た
い

こ
と
が
一
つ
。
ア
ル
バ
カ
ー
キ

の
ル
ー
ト
66
は
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
す
。
街
中
ま

で
Ｉ-

40
を
走
ら
ず
、
街
の
郊

外
、
同
名
通
り
の
出
口
で
降
り

て
、
ル
ー
ト
66
を
利
用
し
て
街

の
中
心
に
向
か
っ
て
走
り
ま
し

ょ
う
。

　
ア
ル
バ
カ
ー
キ
は
街
の
発
祥

地
で
あ
る
﹁
オ
ー
ル
ド
・
タ
ウ

ン
﹂
が
メ
イ
ン
。
ル
ー
ト
66
沿

い
に
あ
り
、
古
く
か
ら
の
街
並

み
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る

観
光
地
。
１
７
０
６
年
に
ス
ペ

イ
ン
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
歴

史
的
な
地
区
で
、
ス
ペ
イ
ン
文

化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

文
化
施
設
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
カ
フ
ェ
や
土
産
物
店
が
軒

を
連
ね
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ

カ
ン
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
工
芸

品
、
メ
キ
シ
コ
雑
貨
な
ど
ア
ル

バ
カ
ー
キ
な
ら
で
は
の
お
土
産

が
豊
富
に
。
の
ん
び
り
と
歩
き

な
が
ら
、
旅
の
疲
れ
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
文

化
に
興
味
の
あ
る
方
は
﹁
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
・
プ
エ
ブ
ロ
文
化
セ

ン
タ
ー
﹂
へ
。
州
内
に
存
在
す

る
19
の
プ
エ
ブ
ロ
部
族
を
紹
介

す
る
博
物
館
や
工
芸
品
の
展
示

が
あ
り
、
各
部
族
の
文
化
や
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
全
米

で
も
稀
有
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

　
ま
た
街
の
西
側
に
は
﹁
ペ
ト

ロ
グ
リ
フ
国
定
公
園
﹂
が
あ

り
、
火
山
岩
に
描
か
れ
た
先
住

民
の
絵
画
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。丘
の
上
か
ら
は﹁
サ
ン
デ
ィ

ア
・
ピ
ー
ク
﹂
が
見
渡
せ
、
ト

ラ
ム
に
乗
っ
て
地
平
線
を
楽
し

む
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
る
ん
で
す

よ
。そ
う
そ
う
、食
事
に
は
ル
ー

ト
66
き
っ
て
の
有
名
ダ
イ
ナ
ー

﹁66 D
iner

﹂
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
お
泊
り
は
ル
ー

ト
66
沿
い
、
最
近
再
開
し
た

﹁E
l V

ado M
otel

﹂、

ま

た

は
﹁M

onterey M
otel

﹂

で

決
ま
り
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
た

11
月
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

そ
れ
ま
で
お
元
気
で
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
６

：

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
で
先
住
民
族
文
化
に
触
れ
る
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東
京
や
京
都
で
は
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
で

は
﹁
田
園
博
物
館
﹂
と
い
う
よ

う
な
名
称
の
施
設
を
時
々
見
か

け
ま
す
。
地
域
の
民
俗
資
料
館

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
あ
る
も

の
の
、
学
術
的
な
要
素
は
薄
い

よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
今
回
調

べ
て
み
て
よ
う
や
く
そ
の
謎
が

解
け
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
野
洲
市
に
あ
る
﹁
野

洲
川
歴
史
公
園
田
園
空
間
セ
ン

タ
ー
﹂
に
は
、﹁
建
物
の
中
に

展
示
す
る
従
来
型
の
博
物
館
と

は
異
な
り
、
守
山
市
と
野
洲
市

の
田
園
地
域
に
点
在
す
る
自
然

や
歴
史
、
文
化
な
ど
有
形
・
無

形
の
地
域
資
源
を
展
示
物
と

し
て
見
立
て
た
﹁
屋
根
の
な
い

広
い
博
物
館
＝
田
園
空
間
博
物

館
﹂
で
す
。﹁
近
江
太
郎
﹂
と

呼
ば
れ
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
野

洲
川
の
洪
水
と
の
戦
い
を
博
物

館
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
﹂

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

竜
王
町
に
は
体
験
交
流
型
農
業

公
園
﹁
道
の
駅
　
ア
グ
リ
パ
ー

ク
竜
王
﹂
の
敷
地
内
に
﹁
農
村

田
園
資
料
館
﹂
が
あ
り
、
館
内

に
は
昭
和
初
期
の
農
家
が
移
築

復
元
さ
れ
、
農
器
具
や
近
江
牛

に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
体
験

教
室
や
稲
刈
り
体
験
教
室
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
１
９
６
０
年
代

後
半
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
役
員
で
あ

っ
た
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

が
そ
の
概
念
を
提
唱
し
、
推
進

に
尽
力
し
た
﹁
エ
コ
ミ
ュ
ゼ
﹂

の
概
念
を
参
考
に
し
た
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
実
は
農
林
水
産

省
の
補
助
事
業
で
し
た
。

　
農
林
水
産
省
に
よ
る
田
園
空

間
博
物
館
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
農
業
・
農
村
の
営
み
を
通

じ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
﹁
水
﹂

と
﹁
土
﹂
と
﹁
里
﹂
が
織
り
な

す
地
域
資
源
を
歴
史
的
・
文
化

的
視
点
か
ら
見
直
し
、
伝
統
的

な
農
業
施
設
や
美
し
い
景
観
を

空
間
全
体
と
し
て
整
備
・
再
生

し
魅
力
あ
る
田
園
空
間
を
生
み

出
す
取
り
組
み
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
村
地
域
に
お
い
て
、
長

い
歴
史
の
中
で
農
業
を
中
心
と

し
た
人
々
の
生
活
の
中
で
築
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
農
地
や
農
業

水
利
施
設
は
、
農
業
生
産
活
動

の
基
盤
に
と
ど
ま
ら
ず
多
面
的

機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
都
市

と
の
交
流
を
通
し
て
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
基
盤
整
備

と
し
て
地
域
資
源
を
有
機
的
に

つ
な
ぐ
フ
ッ
ト
パ
ス
︵
散
策
道

路
︶
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る

た
め
の
環
境
整
備
の
他
、
総
合

案
内
施
設
︵
コ
ア
施
設
︶
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
補
助
事
業
は
２
０
１
０

年
度
に
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

田
園
空
間
博
物
館
は
全
国
に
56

か
所
整
備
さ
れ
、
滋
賀
県
に
は

今
で
も
5
か
所
の
﹁
田
園
博
物

館
﹂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
テ
ー

マ
は
、﹁
浅
井
家
三
代
が
育
ん

だ
水
の
郷
﹂︵
湖
北
地
区
︶、﹁
水

の
大
切
さ
が
体
感
で
き
る 

伊

吹
山
麓
自
然
と
の
共
生
の
里
﹂

︵
山
東
・
伊
吹
地
区
︶、﹁
田
園

空
間
で
の
出
会
い
﹂︵
長
浜
地

区
︶、﹁
近
江
太
郎(

野
洲
川)

の
恵
み(

水
と
土)

の
継
承
﹂︵
野

洲
川
下
流
地
区
︶、﹁
い
に
し
え

ま
ん
ぷ
く
村
﹂︵
竜
王
地
区
︶

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

滋
賀
県
農
政
水
産
部
農
村
振
興

課
の
所
管
と
な
っ
て
お
り
、
実

態
と
し
て
は
農
林
水
産
業
に
関

連
す
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
民
俗
資
料
に
関
す
る

博
物
館
が
な
い
地
域
に
お
い
て

は
、
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

田園博物館

mailto:meiseimotors@aol.com
http://op-ed.jp
https://trinita-kano.com/
http://www.at-newyork.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
舞
台
演
出

家
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
す
る
河
村

早
規
が
演
出
し
た
シ
ア
タ
ー
作

品
﹁
ザ
・
ギ
ビ
ン
グ
・
ツ
リ
ー

︵T
he G

iving T
ree

︶
﹂
が
、

今
月
12
日
か
ら
27
日
︵
日
︶
ま

で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
︵https://unfixfestival.

com
/

︶
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
ザ
・
ギ
ビ
ン
グ
・
ツ
リ
ー
﹂

は
シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ

ン
の
本
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
、
デ
ィ
バ
イ
ジ
ン
グ
、

視
覚
芸
術
、
身
体
表
現
の
要
素

を
含
ん
だ
シ
ア
タ
ー
作
品
。
自

身
が
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん
で

き
た
絵
本
を
題
材
に
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
た
ち
と
3
か
月
を
か
け

て
作
り
上
げ
た
。
絵
本
で
は
な

く
シ
ア
タ
ー
作
品
と
し
て
物
語

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物
と
の

関
係
性
を
見
つ
め
直
す
作
品
と

な
っ
て
い
る
。

　
河
村
は
奈
良
県
出
身
。
日
本

で
国
際
基
督
教
大
学
に
通
う
傍

ら
、
ダ
ン
ス
公
演
の
舞
台
演
出

や
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
活

　
サ
ン
リ
の
オ
ウ
土
橋
氏
は
社

名
に
も
な
っ
た
﹁
ク
ロ
ス
フ
ォ

ー
カ
ッ
ト
﹂
を
誕
生
さ
せ
た

後
、
人
間
の
わ
ず
か
な
振
動
が

と
も
な
っ
て
い
れ
ば
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
最
大
な
魅
力
で
あ
る

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
︵
キ
ラ
キ

ラ
の
輝
き
︶
が
絶
え
間
な
く
つ

づ
く
画
期
的
な
﹁
宝
石
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
方
法
﹂
を
生
み
だ

し
た
。
そ
し
て
宝
石
が
ま
る

で
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
姿
か
ら

﹁D
ancingStone

﹂

と

命

名

し
、
こ
の
石
を
揺
ら
す
部
分
の

仕
組
み
の
特
許
を
取
得
す
る
。

そ
し
て
２
０
１
１
年
に
発
表
す

る
や
い
な
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
と

な
り
、
当
時
の
年
間
販
売
数
は

３
６
０
万
個
に
も
及
ん
だ
。
同

氏
は
、
宝
石
業
界
を
震
撼
さ
せ

る
従
来
な
か
っ
た
新
商
品
を
生

み
だ
す
と
い
う
奇
抜
な
独
創
性

が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
４
年
度

の
﹁
山
梨
産
業
大
賞
・
も
の
づ

く
り
大
賞
部
門
﹂
を
受
賞
し
、

そ
の
3
年
後
に
は
東
証
ジ
ャ
ス

ダ
ッ
ク
に
株
式
会
社
上
場
を
果

た
し
て
い
く
。

　
世
界
中
で
昔
か
ら
水
晶
に
は

あ
ら
ゆ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
さ

れ
、
日
本
で
も
戦
国
時
代
の
武

将
、
武
田
信
玄
は
戦
い
の
際
に

は
常
に
水
晶
の
﹁
大
念
珠
﹂
を

戦
勝
祈
願
の
お
守
り
と
し
て
身

に
付
け
て
い
た
。
山
梨
県
は
水

晶
の
大
産
地
で
あ
り
な
が
ら
や

が
て
枯
渇
す
る
も
、
そ
の
加
工

技
術
が
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

宝
飾
産
業
は
大
き
く
発
展
し
て

い
く
。
な
か
で
も
甲
府
市
は
ド

イ
ツ
の
イ
ー
ダ
ー
・
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
タ
イ
ン
と
並
ぶ
﹁
世
界
二

大
宝
石
加
工
の
街
﹂
と
い
わ
れ
、

１
９
９
０
〜
91
年
の
バ
ブ
ル
絶

頂
期
に
日
本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
市

場
が
３
兆
円
規
模
だ
っ
た
こ
ろ

出
荷
額
全
国
第
１
位
を
誇
っ
て

い
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
急
速

に
縮
小
。
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て
東
日

本
大
震
災
に
は
９
０
０
０
億
円

を
割
り
込
む
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
た
。
さ
ら
に
少
子
高
齢

化
や
若
年
層
の
所
得
水
準
の

低
迷
な
ど
か
ら
今
後
も
国
内
だ

け
で
は
飛
躍
的
な
売
上
は
見
込

め
な
い
一
方
で
、
経
済
発
展
の

続
く
中
国
や
イ
ン
ド
、
東
南
ア

ジ
ア
で
の
需
要
は
右
肩
上
が
り

だ
。
数
年
前
、
宝
石
の
展
示
会

で
知
り
合
い
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ

た
時
の
こ
と
。
奥
に
座
っ
て
い

た
ア
ジ
ア
風
の
女
性
が
自
国
に

向
け
て
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
し
て

い
た
。
彼
女
が
母
国
語
を
早
口

で
ま
く
し
立
て
な
が
ら
次
々
に

身
に
付
け
る
宝
飾
品
は
そ
の

場
で
売
れ
て
い
く
。
ま
る
で
深

夜
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
チ
ャ
ン
ネ

ル
さ
な
が
ら
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ

た
。

　
ダ
ン
シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
の
今

日
ま
で
の
累
計
販
売
個
数
は

３
０
０
０
万
個
に
至
る
。
自
社

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
るCrossfor 

N
ew

 Y
ork

に
て
女
性
・
男
性

用
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
小
物
用
品
な

ど
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
販
売

す
る
ほ
か
、
国
内
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と

し
て
製
品
を
、
海
外
で
は
揺
れ

る
部
分
の
パ
ー
ツ
を
卸
し
て
い

る
。
ダ
ン
シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
、
タ
イ
、
香
港
な
ど
が
中

心
で
今
な
お
全
世
界
を
ま
た
に

か
け
て
踊
り
続
け
て
い
る
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 : クロスフォー株式会社

シ
ア
タ
ー
作
品
を
配
信

舞台演出家

マルチメディア・アーティスト

河村 早規 さん

41

山
梨
と
宝
石

﹁
踊
り
続
け
る
ダ
ン
シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
﹂
14

動
。
演
技
の
名
門
校
ア
ク
タ
ー

ズ
ス
タ
ジ
オ
ド
ラ
マ
ス
ク
ー
ル

修
士
課
程
演
出
専
攻
に
日
本

人
で
2
人
目
と
し
て
合
格
し
、

２
０
１
９
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
活
動
の
拠
点
を
移
し
た
。
同

ス
ク
ー
ル
の
奨
学
生
と
し
て
在

学
し
な
が
ら
学
外
で
も
積
極
的

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
舞
踏
シ
ア
タ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
、
連
翹
奏
︵R

en 
G

yo Soh

︶
に
所
属
。
舞
台

演
出
家
と
し
て
活
動
す
る
傍

ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
に
映
像
の
世
界
に
も
興
味
を

持
ち
、
２
０
２
０
年
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ク
ア
ラ
ン
テ
ィ
ン

映
画
祭
に
作
品
を
出
し
、
優
秀

賞
を
受
賞
。
以
来
、
出
演
者
・

撮
影
者
・
監
督
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
映
像
作
品
を
制
作
し
て
い

る
。
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
Ｎ
Ｙ
の
芸
術
監

督
補
佐
も
兼
任
し
て
い

る
。

 

今
回
の
作
品
で
最
も
観

客
に
伝
え
た
い
テ
ー
マ

は
﹁
無
償
の
愛
と
は
な

に
か
﹂。

　
将
来
の
夢
は
、
ア
ジ

ア
系
、
日
系
を
代
表
で

き
る
演
出
家
に
な
り
、

人
々
に
新
し
い
価
値
観

へ
の
扉
、
気
づ
き
、
き

っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
作
品
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
だ
。

河
村
は
﹁
村
上
春
樹
さ

ん
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と

で
有
名
に
な
っ
た
﹁
お
お
き
な

木
﹂
を
ベ
ー
ス
と
し
、
戯
曲
を

使
わ
ず
に
自
分
た
ち
の
身
体
を

使
い
な
が
ら
デ
ィ
バ
イ
ジ
ン
グ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
た
ち
と
一
瞬
一
瞬
を
３

か
月
か
け
て
作
り
上
げ
た
。
私

自
身
も
制
作
期
間
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
と
対
話
を
繰
り
返
す

う
ち
に
、
西
洋
と
東
洋
の
自
然

に
対
す
る
考
え
方
、
感
覚
の
違

い
を
感
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
受
け
取
り
方
の
多

様
さ
や
普
遍
性
に
触
れ
、
こ
の

作
品
が
ど
う
し
て
世
界
中
で
長

い
間
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

視
覚
芸
術
・
身
体
表
現
の
要
素

も
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
人
に
楽
し
め
る
作
品
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
﹂と
語
っ
た
。

　
　
　
　︵
写
真
は
本
人
提
供
︶

https://unfixfestival.com/
tel:5168833500
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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